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はじめに

本稿の目的は，在日ムスリム教育研究の基礎作業と
して，日本に在住するムスリムの子どもを対象とする
教育に関する研究動向，および日本におけるムスリム
教育の現状を考察することにある。そのため，本稿が
予備的考察としてのプレリミナリーな研究であること
をあらかじめ断っておきたい。

後述するように，日本における外国にルーツをもつ
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人々の数は増加している。もともと日本に居住する外
国人あるいは外国にルーツを持つ人々の歴史は長い。
明治期は別として，いわゆるオールドカマーと呼ばれ
る人々は20世紀初頭から日本に居住していた。オール
ドカマーと呼ばれる人々に対する日本政府の措置や日
本社会の受け入れに関してこれまでに多くの研究が行
われている。これらオールドカマーと呼ばれる人々と
は別に，1990年代以降，日本はいわゆるニューカマー
と呼ばれる人々を政策として受け入れることとなり，
政策の変遷とともにニューカマーと呼ばれる人々は増
加した。昨今の政策的な動きとして挙げられるのは，
2019年の出入国管理法の改定であり，これが日本社会
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に「移民」の受け入れをめぐる大きな議論を巻き起こ
した。日本政府は一貫して移民政策はとらないという
立場を示しているが，実態としてニューカマーの定住
化は進展しており，このような実態をふまえて移民の
統合状況を俯瞰的にとらえる研究が今後必要とされて
いる。

そのなかで本稿では日本に滞在するムスリムに着目
する。日本のムスリム人口もまた，増加傾向にあると
同時に定住化の傾向がみられる。そのことは，たとえ
ば国内のモスクの増加や日本の公立学校におけるムス
リム児童生徒の増加，さらに特に2015年以降になると
ムスリムの子どもたちを対象としたイスラームの価値
を反映した学校の急速な増加から読みとることができ
る。本稿では，ムスリムの子どもたちを対象とした学
校を「イスラーム学校」として捉え，その動向を明ら
かにすることにより，日本に生きるムスリムの子ども
たちの教育の一側面を明らかにしたい。

本稿の構成は以下の通りである。第一に，日本にお
ける外国人受け入れ政策の変遷と日本に滞在する外国
人の在留資格を考察する。次に，対象をムスリムに絞
り，推定される在日ムスリム人口と在留資格の推移を
明らかにする。第二に，日本におけるムスリム教育研
究の動向を分析する。その際，まずは日本で行われて
きたオールドカマー教育研究およびニューカマー教育
研究の動向と研究の特徴を概観し，そのうえで在日ム
スリムを対象とした教育研究の動向を分析する。在日
ムスリムを対象とした教育研究に関しては，コミュニ
ティが行う教育に関する研究と，公立学校におけるム
スリム子弟の教育に関する先行研究に分け，それぞれ
の傾向を考察することとする。第三に，日本における
ムスリム教育の現状について，学校とその他の教育選
択に分けて考察する。前者に関しては，インターネッ

ト上で確認されるムスリムを対象とする学校をイス
ラーム学校と位置づけ，それらについて概観するとと
もに，イスラーム学校ではないがムスリムがマジョリ
ティの外国人学校の例として東京インドネシア共和国
学校を取り上げる。後者に関しては，国内のムスリム・
コミュニティによる教育の実践および日本から主とし
て出身国あるいはイスラーム諸国への留学の動向を考
察する。

1 ．外国人受け入れ政策の変遷と在留資格
別の推移

1．1．外国人受け入れ政策の主な変遷と在留資格
表 1 は主な外国人受け入れに関する主な政策の年表

である。
次に，図 1 は1974年から2022年までの在留外国人人

口の推移を示したものである。この図に見るように在
留外国人人口は増加し続けている。

また，図 2 は，在留資格別の外国人人口の推移，表 5
（巻末資料）は在留資格に関する説明を示したものであ
る。図 2 から永住者が急増していることが分かる。外
国にルーツを持つ子どもは外国籍と日本国籍の 2 つの
パターンがある。外国籍の場合の在留資格は，家族滞
在や定住者，永住者など様々なものがあげられる。日
本国籍の場合は在留資格が必要ではないため，統計上
には現れない。

これらの図から，外国人人口は増加し続けていると
同時に，彼らの在留資格は大きく変化していることが
分かる。以下，その背景を辿ってみたい。

1980年代の日本では労働力不足が課題となってお
り，そこを補充するように男性外国人労働者として
のニューカマーが急増した。その中にはバングラデ
シュ，パキスタン，イランからのムスリムも多く含ま

表 1　外国人受け入れに関する主な政策

1983年　「留学生10万人計画」発表
1989年　入管法改正（1990年施行）※新たな在留資格として「定住者」が創設
同年　　バングラデシュ，パキスタンとのビザ相互免除協定を一時停止
1993年　技能実習制度開始
1997年　技能実習期間が2年に延長
2008年　「留学生30万人計画」発表
2009年　入管法改正（2010年施行）※新たな在留資格として「技能実習」が創設
2012年　高度外国人材受け入れにポイント制導入
2018年　入管法改正（2019年施行）※新たな在留資格として「特定技能」が創設
2023年　「特別高度人材」導入

 （石川（2019）を参考に筆者作成）
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れていた。まず，彼らのような外国人に大きな影響を
与えたのは1989年の入管法の改正である。この改正に
よって「定住者」の在留資格が創設された。この在留
資格では単純労働が認められており，日系 3 世の多く
が出稼ぎのために来日した。また同年にはバングラデ
シュ，パキスタンとの相互査証免除協定が一時停止さ
れたこともムスリム・ニューカマーに大きな影響を与
えた。90年代以降，不法就労や不法滞在，国際結婚の
数，在留特別許可の取得件数も増加していった。図 2
からも1990年から2000年にかけて日本人の配偶者等の
在留資格を持つ外国人が急増していることが分かる。

その後，外国人受け入れ政策の転換点となるのは
1993年の技能実習制度の開始である。2009年の入管法

改正では「技能実習」という単独の在留資格が作られ
た。図 1 では2015年から2020年にかけて大きく人口が
増加していることが示されており，図 2 の同じ期間で
は「技能実習」の在留資格を持つ外国人人口が特に大
きく伸びていることが分かる。厚生労働省（2018）に
よれば，国籍別の技能実習生数として2011年には中国
が10万8252人で 1 位であったが，2016年にはベトナム
が10万4800人で 1 位となり，そのあとに中国，フィリ
ピン，インドネシア，タイが続いている。2019年の入
管法改正では特定技能制度が施行された。これは技能
実習の期間を終えた外国人の受け皿として新設された
制度である。「特定技能 1 号」と「特定技能 2 号」の 2
種類の在留資格があり，それぞれ家族の帯同や技術の

図 1　在留外国人人口の推移（「在留外国人統計（旧登録外国人統計）統計表」より筆者作成）

図 2　在留資格別外国人人口の推移（「在留外国人統計（旧登録外国人統計）統計表」より筆者作成）
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熟練度などの点において異なっている。
これまでの政策の変遷と並行して，留学生に関する

政策にも変化が見られる。まず，1983年に21世紀初め
を目標とし留学生の受け入れを先進諸国並みにすると
いう「留学生受け入れ10万人計画」が発表され，2003年
にはこの目標が達成された。2008年には「留学生30万
人計画」が打ち出された。これは2020年をめどに，30
万人の留学生受け入れを目指すものである。高度人材
受け入れとの連携を謳い，留学生を育て母国に返す政
策から，日本社会に引き留める政策へと転換する契機
となった（佐藤2021）とされ，2019年に30万人という
目標が達成された 1 。二子石（2021）によれば，この留
学生30万人計画実施期間の留学生の動向について，海
外からの直接入学よりも国内からの進入学者の方が多
く，特に日本語教育機関・準備教育課程を経由する留
学生が多いこと，日本語教育機関・準備教育課程と専
修学校においては非漢字圏のベトナムやネパールから
の留学生が2013年から2019年の間に急増していること
が指摘されている。従来，留学生は留学先の教育機関
を卒業した後は帰国すると考えられてきた。しかし，
近年，国内就職の割合は増加傾向にあるとされる。

直近の外国人受け入れ政策の変化としては，高度外
国人材の受け入れに関する新たな制度である「特別高
度人材」があげられる。2012年から高度外国人材の受
け入れの促進を目的として，高度外国人材の活動を

「高度学術研究活動」，「高度専門・技術活動」，「高度経
営・管理活動」の 3 つに分け，「学歴」，「職歴」，「年
収」といった項目ごとにポイントを設け，ポイントの
合計が70点に達した場合に，出入国在留管理上の優遇
措置を行うといった制度が施行されてきた。この制度
に2023年から「特別高度人材」という制度が導入され，

「修士号以上取得かつ年収2000万円以上の方」，「事業
の経営又は管理に係る実務経験 5 年以上かつ年収4000
万円以上の方」などといった条件を満たす外国人材に
対して，上記の高度人材ポイント制による優遇措置よ
りも拡充された措置が付与されるようになった。具体
的には，条件を満たす者は永住許可までに要する在留
期間が 1 年となるといったこと等である。

以上のように，在日外国人数は増加傾向にあり，特
に図 2 から分かるように，永住者や家族の帯同が認め

られる留学生，外国籍の子どもが含まれる家族滞在の
在留資格を持つ外国人人口は増加している。加えて，
図 1 ・ 2 には表れないが，外国にルーツを持つ日本国
籍の子どもも増加していると推測される。また，在留
資格の制度も，例えば技能実習の在留資格に家族の帯
同が認められるなど長期滞在しやすいように変化して
きた部分もあることが分かる。これらのことは定住化
に伴うニューカマーの子どもの教育が一層重要になっ
てきていることを示唆している。

1．2．在日ムスリムの人口と在留資格の推移
出入国在留管理庁（2022）によると，2022年 6 月調

査時点での在日外国人数は296万1969人で，そのうち
最も多かった在留資格は「永住者」，その次に「技術・
人文知識・国際業務」，そして「留学」である。在日ム
スリムの主要な出身国別人口では，順にインドネシア
が 8 万3169人，バングラデシュが 2 万954人，パキス
タンが 2 万927人，マレーシアが 1 万561人，トルコが
5,963人，ウズベキスタンが4,789人，アフガニスタン
が4,747人，イランが4,177人，ナイジェリアが3,497
人，そしてエジプトが2,127人となっている。これら上
位10ヶ国の在日ムスリム人口の合計は，16万911人で
ある。上述した在日外国人の最も多い在留資格をもと
に在日ムスリムの在留資格を見ると，「永住者」が最も
多く 2 万5870人，「留学」が 1 万7325人，そして「技
術・人文知識・国際業務」が 1 万6689人となっている。
つまり，在日ムスリムの約 6 割が「永住者」の在留資
格を有していることがわかる。

在日ムスリムの増加は，国内のモスク数の増加にも
現れている。2009年 4 月時点でのモスク数は58施設
であったが，2021年 9 月時点では約 2 倍の113施設と
なっている（店田2021）。来日したムスリムは当初，
ムスリム・コミュニティでの集まりや金曜日の集団礼
拝 2 ，イード 3 の礼拝を実施できるようなモスクがな
い場合は，大学やアパートの一室，地域の集会所など
を一時的な礼拝所として借りた。しかし，在日ムスリ
ムの増加や日本で生活するムスリムにとっての宗教活
動の必要性，あるいはムスリム・コミュニティによる
学習活動の必要性によって日本におけるモスク建設は

1 2020年以降は新型コロナの影響によって「留学」の在
留資格の人口が減少したため， 5 年ごとの推移を表し
た図 2 では30万人を超えていないものとなってしまっ
た。しかし，在留外国人統計によれば2019年に「留学」
の在留資格人口は34万5800人であり，30万人の目標を
達成している。

2 金曜礼拝とは，金曜日の昼に行う集団礼拝で成人男
性には参加が義務づけられる。
3 イード（id）：イスラームの祭り。とくに，ラマダー
ン月の初日に行うイード・アル＝フィトルすなわち断
食明けの祭りと，巡礼月（ズー・アル＝ヒッジャ）10
日に行うイード・アル＝アドハーすなわち犠牲祭とが，
イスラームの二大祭とされている（大塚2002：146）。
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促進されていった。ちなみに日本で最初に建設された
神戸モスクは，神戸在住のインド系ムスリムや滞日タ
タール人および海外ムスリムからの喜捨によって1935
年に建設されたものである（店田2015）。

ムスリム・コミュニティにおけるモスクは，礼拝の
場であるだけでなく，ムスリム同士の集まりの場，精
神的な拠り所であり，憩いの場，悩みごとの相談や情
報交換の場，困り事が生じた際の相互扶助の場，子ど
もや成人のための教育の場，祭りや婚姻・葬式の場で
もある（店田2015）。また，家族で滞在しているムスリ
ムの場合，モスクは子どもがイスラームを教わる場と
して活用されていることも多い。これらについては後
述する。

2 ．日本におけるムスリム教育研究の動向

2．1．�オールドカマー教育研究およびニューカ
マー教育研究の動向

2．1．1．オールドカマー教育研究の動向
オールドカマーの教育研究は，在日コリアンと在日

華人を対象とするものから成る。しかしそのほとんど
が，在日コリアンに関するものによって占められる。

戦後各地に作られた朝鮮学校は，1949年の政府に
よる学校閉鎖措置によりその数を激減させたものの，
1950年代の学校再生運動などの努力により何とかその
命脈を保つことができた。こうした背景から，1950年
代から60年代にかけては民族教育の権利をめぐる議論
が主な主題であった。特に在日コリアンの就学義務制
が廃止された1953年以降，民族教育の維持や教育内容
のあり方，民族学校・学級の設立経緯などについて，
当事者（在日コリアン）による論考を中心に盛んに発
表された（李東準1959，坂本1967など）。それゆえ，基
本的には戦後の民族教育が対象であるが，戦前の朝鮮
人教育を扱ったものもある（田中1967）。

1970年代に入ると，戦後の在日コリアンに対する教
育政策を分析，考察する研究が現れる。1965年の日韓
条約締結など，在日コリアンをめぐる大きな環境変化
を受けての日本の教育政策の変遷を追っている（日本
朝鮮研究所1971など）。一方，国内の動きとの関連で
は，同和教育と一体化する形で人権としての民族教育
の権利が論じられるようになった（佐々木1973など）。
もともと在日コリアンの集住地の 1 つと知られる関西
地方であるが，同地方で同和教育が盛んであったこと
もあり，この時期の在日コリアン教育研究の事例の対
象の多くが関西地方に偏っているという特徴もあげら
れる。

オールドカマーという「内なる国際化」に意識があて

られるようになり，比較教育学分野においても在日コ
リアンを扱う研究が発表されるようになったのが1980
年代である。比較教育学的な視点から在日コリアンの
教育を考察した論文が，九州大学などを拠点に上梓さ
れている（望田，権藤1981など）。また，民族アイデン
ティティの保持及びその方法論としての教育の理念や
内容など，研究テーマに大きな変化はないものの，在
日 3 世の教育，すなわち民族意識の希薄化がしばしば
指摘されるような次世代の在日コリアンの教育へと研
究の関心が広がっていく。

2000年代以降の傾向としてみられるのが，国際理解
教育もしくは多文化教育を論じる文脈で在日コリアン
の教育を取り上げた研究の増加である（宋2002など）。
問題意識を日本社会における在日コリアンの教育の位
置づけに照射することで，日本の国際理解教育や多文
化教育の課題を明らかにしようとした試みであるとい
える。こうした取り組みは，今生じている現象を切り
取って論じるのではなく，在日コリアンが受けてきた
差別の歴史をふまえ，その差別が現代においてニュー
カマーを含む在日外国人に対しても再生産されている
ことを鋭く指摘するものである（韓2008）。もっとも，
実際の多文化教育の現場，すなわち各自治体が進める
教育分野を含む「多文化共生」施策は主に日本語に不
自由なニューカマーを対象とし，在日コリアンは除外
される傾向にあることが指摘されている（榎井2021）。

このように，時代ごとに大まかな傾向はあるもの
の，民族のアイデンティティの保持の見地から教育の
権利について論じる研究はいつの時代でも最も多くみ
られる研究である。それは，教育をめぐって在日コリ
アンが経験してきた苦難がいかに長く，いかに大き
く，そして今も続いていることを如実に表している。

こうした在日コリアンの教育に関する研究の分厚い
蓄積に対し，在日華人の教育に関する研究は少ない。
その理由には，在日コリアンと在日華人の量的な差も
さることながら，朝鮮人から日本人へ強制的に変更さ
せられ，戦後は日本国籍を剥奪されて外国人として扱
われた「在日」の特異な歴史的背景もあるだろう。在
日華人教育に関する研究は，主に華人学校を対象とす
る歴史的な視点からの研究と，教育を通した華人アイ
デンティティの維持に関する研究に大別できる。最も
多いのが歴史的な研究で，細川（1966），華僑学校国際
比較研究会（1988），西村（1991），などが該当する。
これらは歴史的及び社会的なアプローチで華人教育の
過去と現代について論じている。また，山本（1992）
は歴史学のアプローチではなく人類学のアプローチで
華人学校の教育を明らかにしている点で，他の華人学
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校研究とは異なる。一方，裘（2007）は華人のアイデ
ンティティ維持の手段としての教育について論じると
同時に，華人教育の課題を日本の多文化教育の問題と
して捉える視点を提供している。この点は在日コリア
ン教育研究の傾向とも一致するものであり，日本の多
文化教育や多文化共生の取り組みをオールドカマーの
視点から捉え直す試みは，2000年代以降のオールドカ
マー教育研究の趨勢の 1 つといえそうである。

2．1．2．ニューカマー教育研究の動向
次にニューカマー教育研究の動向を概観したい。日

本のニューカマー教育研究は1990年代半ば以降，主と
して教育社会学と異文化間教育学の研究領域で蓄積
されてきた（相良2018：297-298）。相良（2018）は，
1990年代から2010年代前半までの研究動向を論じたも
のとして，志水ら（2014）と山ノ内・齋藤（2016）を
挙げている。志水ら（2014）は，教育社会学における
ニューカマー研究を 2 つの時期すなわち，受け入れ期
の研究（1990年代～2000年代前半）と定住期の研究

（2000年代後半～）に区分している。そのなかで，受け
入れ期の研究は，学校現場におけるニューカマー児童
生徒が抱える葛藤や教師の対応，同化と適応を前提と
する日本型教育システムを論じたものが多く，定住期
の研究は，アイデンティティ形成や不就学，進路・就
労選択などニューカマー児童生徒の定住化に伴う課題
に着目する傾向があることを論じている。山ノ内・齋
藤（2016）は，研究テーマの変遷から異文化間教育学
におけるニューカマー研究を 4 つの時期に区分してい
る。すなわち，主に近接領域で外国人の子どもたちの

「適応」指導（教育）をめぐる実態把握と適応指導の模
索がなされた第 0 期（1990年代半ば～1998年），日系ブ
ラジル人や日系ペルー人を対象とした研究論文の掲載
を皮切りに子どもたちのアイデンティティや教師と子
どもたちの関係に焦点が当てられた第 1 期（1999年～
2004年），対象年齢が中学生や高校生，幼児などへと
広がり，定住化が進む外国人の子どもたちに対する支
援の有りかたが議論された第 2 期（2005年～2008年），
リーマンショック以後，子どもたちの進路やキャリア
形成過程，子どもたちを取り巻く不均等な再生産構造
や不平等な権力関係，ディアスポラ，トランスナショ
ナル，ハイブリティなどの側面から子どもの「移動」
を肯定的にとらえる研究がすすめられた第 3 期（2009
年～2015年）である（相良2018：298）。

上述の研究の蓄積に加え，あるいは並行する形で，
2010年代後半以降のニューカマー教育研究には新たな
傾向がみられる。第一に，学校外に広がる子どもたち

の生活世界への視点である。たとえば，三浦（2015）
は，「これまで注目されてきたような学校のなかの子
どもを見るだけでは不十分で，学校外に広がる子ど
もたちの生活世界にも目を向ける必要がある」（三浦
2015：iii）と述べ，エスニック教会や学習教室などの施
設とそこを拠点に形成される無数のネットワークの総
体を合わせたものを移民コミュニティとして，「フィ
リピン系ニューカマーの子どもたちが，移民コミュニ
ティのなかでいかなる経験をし，エスニック・アイデ
ンティティを形成していっているのか」（三浦2015：
iii）を明らかにしようとしている。また，武井・中下・
齋藤（2022）は在日ブラジル人学校の子どもの生活と
健康という観点からニューカマーの子どもの生活にア
プローチしている。さらに，荒牧・榎井・江原ほか編

（2022）では，「外国人の子ども白書」という表現を用
い，家族生活のなかの子ども，子どもの貧困と権利侵
害，学校，人権保障，国籍，在留資格，支援，幼児の
国際移動と子どもの権利といった多様な観点から外国
人の子どもの現状と課題が示されるとともに，豊富な
資料やデータが盛り込まれている。これらの研究は，
従来の研究の多くが日本の公立学校を対象としてきた
ことの限界を乗り越えようとするものである。

第二に，ニューカマーの多様性への視点である。そ
の際，少なくとも 3 つの異なる多様性がある。一つめ
は，エスニシティの多様性である。1990年代以降，南
米，特にブラジルやペルーにルーツをもつ子どもに関
する研究は多く蓄積されている（近年では松田2019；
児島2021；角替2021など）が，2010年代後半以降は，
中国にルーツをもつ子ども（劉2020；許2018；坪田
2021），フィリピンにルーツをもつ子ども（三浦2015，
額賀・三浦2017，2021；坪田2018），ベトナム系・カ
ンボジア系にルーツをもつ子ども（清水2021；清水
2017）に関する研究も進められている。二つめは，エ
スニシティ内部の多様性である。たとえば，額賀・三
浦（2017）は，フィリピン系第二世代のなかに国籍や
ルーツ，生育環境などの多様性がみられることに着目
し，フィリピン系第二世代内部の多様性に配慮しなが
らエスニック・アイデンティティ形成と学業達成が分
岐する過程を明らかにしている。このような傾向は先
に挙げた研究にもみられる。三つめは，世代間の差異
とルートの多様性に着目した多様性である。定住化が
進むにつれて第二世代，第三世代へと世代の進行が進
み，外国にルーツをもつ子どもたちは一層多様化して
いる。日本で生まれて日本で育った子どもや国際結婚
夫婦のもとに生まれて日本で育った子どもたちのなか
には日本国籍を取得する子どもも存在する。そういっ
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た子どもたちは外国人統計に反映されないが，外国に
ルーツをもつ子どもであることに変わりはない。この
ような実態を反映した調査や研究も進められるように
なっている。この点に関連して渋谷（2013）は，どこ
からきたのかというルーツを問うだけでなく，どのよ
うにして今に至ったのかというルートを問い直す必要
性を指摘している。

第三に，対象地域の多様性である。具体的には外国
人集住地域だけでなく，非集住地域を対象とする研究
もみられるようになっている。たとえば，前述の坪田

（2021）は外国人非集住地域のエスニック・コミュニ
ティを対象とし，一世のコミュニティ形成の特徴と外
国人児童生徒の散在校における二世の学校教育の課題
を考察している。また，対象地域の多様化という観点
という点でいえば，名古屋市と豊田市を対象として中
国人ニューカマーを考察した前述の許（2018），群馬県
南東部を対象として外国にルーツを持つ子どもの教育
課題を考察した竹内（2017，2022），さらにオールド
カマーとニューカマーが混在する関西圏の都市を対象
に「本名を呼び名のる実践」をテーマに在日外国人教
育の課題と可能性を論じた薮田（2013），オールドカ
マーの集住地という歴史的・地理的特徴をもつ大阪を
対象にした伊藤（2022），川崎市・京都市・大阪市を対
象に在日外国人問題の同時代性と地域性を論じた元森

（2022）の研究が挙げられる。また書籍としては，「多
文化共生」をキーワードに大阪を多文化共生の実験室
と捉える髙谷編（2022）の研究がある。

第四に，不就学や「みえない子ども」に対する視点
である。不就学に関しては，博士論文「外国人の子ど
もの就学と不就学に関する研究」（2006年 3 月）をもと
に，岐阜県可児市での長期のフィールドワークによっ
て「みえない子ども」を考察した小島（2016）ほか，小
島による一連の研究が挙げられる。このほか，毎日新
聞取材班編（2020）は，毎日新聞紙面に掲載された外
国籍の子どもの学ぶ権利を問うキャンペーン報道「に
ほんでいきる」を加筆修正したものである。同書によ
れば，キャンペーン報道では，自治体アンケートなど
で調べた就学や日本語教育の状況を報じると同時に，
日本語が理解できず社会の中で孤立する子どもの姿が
伝えられた（毎日新聞取材班編2020： 4 ）。同書の構
成はキャンペーン報道をもとに，不就学や「学びの差
別」の状況を明らかにするとともに，社会から孤立し
逸脱した子どもたちの姿が等身大で描かれている。鈴
木編（2021）は，コロナ禍で日本社会の脆弱性があら
われた人々としての移民を取り上げ，脆弱性がいかに
露呈し，脆弱性をどのように支えるかを論じている。

そのなかで，田中（2021）は外国につながる子どもの
学びとつながりの危機を論じている。前述の小島はま
た，外国につながる子どもの就学支援の実践ガイドと
して小島（2021）を刊行し，Q ＆ A 形式で外国につな
がる子どもへの対応の方法や子どもたちを取り巻く課
題を説明し，各市町村での対応や取り組みを紹介する
ことにより，不登校や「見えない」子どもたちをとり
こぼさない実践の輪を広げている。各市町村による取
り組みは多様であるが，たとえば同書では，三重県松
阪市が毎年10月頃から12月にかけて不就学調査を実施
していること等も紹介されている（小島2021：222）。
外国につながる子どもたちの不就学の問題は，以前か
ら研究者や学校関係者の間で指摘されていたものの実
態が不明であった。2019年に国は初めて学校に通って
いない外国籍の子どもの調査を実施し，12万3830人の
外国籍の子どものうち，全体の 6 人に 1 人に相当する
18.1％の子どもたちが学校に通っていないことを公表
している（文部科学省2020）。

第五に，外国につながる子どもたちが通う外国人学
校への視点である。月刊イオ編集部編著（2022）の初版
が2006年だったことからも，この視点を近年みられる
傾向に位置づけることは適当ではないかもしれない。
また，外国につながる子どもとは異なる観点から，こ
れまでも外国人学校，具体的にはインターナショナル
スクールや，インターナショナル・バカロレアといっ
た国際修了資格を導入した外国系の学校に関する研究
は発展している。しかし，本稿の後半で取り上げるよ
うに，たとえばムスリムの子どもたちが通う学校が近
年急速に増加していることを考えてみても，この視点
からの研究は今後も増加していくことが予想される。
上述の月刊イオ編集部編（2022）の巻末には，初版

（2006）のデータが更新され，2021年 7 月時点での外国
人学校リスト144校が掲載されている（月刊イオ編集
部編2022：242-250）。文部科学省が2021年 5 月 1 日に
発表した外国人学校数126校（生徒数 2 万5960人）は，
各種学校として認可された学校だけが調査対象となっ
ていることから，日本にあるすべての外国人学校が網
羅されていない。そのため，同書は文部科学省発表資
料に加え，各国駐日大使館および領事館のウェブサイ
トに掲載されている資料，地方自治体発表の資料，各
学校への問い合わせなどをもとに作成されている。た
だし，同リストでは主に小・中・高校課程のいずれか
を有する学校，そして「ブラジル学校」「その他」以外
の外国人学校は各種学校認可を受けている学校を基本
としていており，保育所や通信制の学校は入っていな
い（月刊イオ編集部編2022：250）。このことから，同
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リストに入っていない学びの場は他にも存在すること
が予想される。

第六に，外国につながる子どもたちの進路選択，特
に義務教育段階を修了した後の高校・高等教育への進
学および，定住化にともなう就業・キャリア形成への
視点である。この観点からの近年の研究として，前述
の許（2018）や劉（2020），樋口・稲葉（2018），ヨシ
イ・オリバレス・ラファエラ（2022），オチャンテ・
村井・ロサ・メルセデス（2013，2014），小波津ホセ

（2018）などが一例として挙げられる。
以上，2010年代後半以降のニューカマー教育研究の

新たな傾向を 6 点挙げた。実際には本稿で挙げた先行
研究以外にも多くの研究が進められているため，安易
な結論を出すべきではないが，少なくともここからは
外国につながる子どもたちの教育研究の広がりと深ま
りをみることができる。

次に，上述したニューカマー教育研究の深まりと同
時に，一層顕在化してきたニューカマーの人々の定住
化の傾向や政府の外国人政策の変化により，改めて

「ニューカマー」という表現や，「多文化共生」の捉え直
し，さらには研究の分析枠組みに関する議論が行われ
るようになっている。ここには，永吉（2020），永吉編

（2021），髙谷編（2022），樋口・稲葉編（2023）などの
社会学の知見が大いに寄与している。また，ニューカ
マー教育研究においてこれまで必ずしも充分とはいえ
なかった理論的枠組みに関しても，エスニシティ横断
的な比較研究の試みや，ポルテス＆ルンバウト（2001）
をはじめとする海外の移民研究の理論的枠組みが参
照・援用されるようになっている。以下，それぞれに
ついて，社会学も含めた主要な先行研究を挙げながら
述べたい。

第一に，「ニューカマー」から「移民」への捉え直し
である。清水・児島ほか（2021）はこのことを詳細に
論じている。同書は，外国につながる子どもたちの日
本での生活を保障する大きな枠組みが必要であること
を指摘し，同書が「移民第二世代に焦点をあてたエス
ニシティ間比較をとおして，ニューカマー研究から移
民研究に向かって殻を破ろうという試み」（清水・児島
ほか2021：21）であり，「1990年以降，教育学研究に
て「ニューカマー」として対象化されてきた者たちを，

「移民」という呼称のもとにおいて研究を進めていこう
という意志を表している」（清水・児島ほか2021：15）
と述べている。「ニューカマー」と「オールドカマー」
という分類に対する議論は，従来から主として社会学
の領域でなされてきた（たとえば駒井1997など）。しか
し，「ニューカマー」教育研究あるいは学校での実践に

おいては，学校における平等意識が前景化し，社会構
造上の問題が後景化した結果，ニューカマーの子ども
の問題が，ミクロレベルの心情や人間関係の問題，日
本と出身国との文化の差異として理解される傾向が強
くなったことが本書で指摘されている（清水・児島ほ
か2021：17-19）。
「ニューカマー」問題を「移民」問題として捉えるこ

との重要性が増した背景として複数の先行研究が言及
するのは，2019年の出入国管理法の改定であり，これ
が日本社会に「移民」の受け入れをめぐる大きな議論
を巻き起こしたことが指摘されている（永吉2020：i，
永吉2021編：iii，清水・児島2021：4 ，髙谷2022：15な
ど）。永吉（2020：1,2021：iii， 3 ， 5 ）は，日本政府
は一貫して移民政策はとらないという立場を示し，移
民統合のあり方についての方針を示していないが，実
態としてニューカマーの定住化は進展しており，多様
な目的のもとで滞日する人が混在する状況へと変化し
ていると指摘している。そして，このような実態をふ
まえて移民の統合状況を俯瞰的にとらえ，移民統合メ
カニズムを考察する研究が今後必要とされていること
を示唆する。永吉（2020）は，統計を用いた計量分析
で移民を論じ，永吉編（2021）では，欧米諸国の諸理
論をベースに，計量的な分析手法を用いて移民統合メ
カニズムとその障壁を明らかにし，これを通じて階層
研究に移民の存在を組み込むことを同書の目的として
いる（永吉編2021： 5 ）。

第二に，「多文化共生」の捉え直しである。この点
に関して髙谷（2022）は，日本では総務省が2006年に

「地域における多文化共生推進プラン」を公表し，そ
の後，各地で「多文化共生」に関わる関連の政策やプ
ランが策定されるようになり，移民や民族的マイノリ
ティを対象にした民間レベルでの取り組みも「多文化
共生」を冠するものが多くなったことを指摘している

（髙谷2022：14-15）。近年では，2018年の入管法改正
後，外国人材の受入れ・共生のための取り組みをより
強力かつ包括的に推進する観点から，同年12月に「外
国人材の受入れ・共生のための総合的対応策」が策定
された。これに対して髙谷は，「共生」という理念が，
規範概念としての効力をほとんど失い，「共生」政策と
外国人政策がほぼ同義になることの問題性を指摘して
いる（髙谷2022：15）。同時に，同書が着目する「反差
別」や「人権」という対抗的な理念が「共生」へと無
害化されるおそれもあると述べる（髙谷2022：16）。

このことは，「多文化共生」政策とともに学校教育
で推進されてきた「多文化共生教育」や「国際理解教
育」の課題とも共通しているように思われる。つまり，
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ニューカマーの増加とともに推進されてきた「多文化
共生教育」や「国際理解教育」は，オールドカマーの
問題から切り離された「新しい問題に対応するための
教育」として，あたかもオールドカマーとは別の問題
のように扱われてきたことの問題性である。この問題
性に向き合うため，たとえば，清水・児島ほか（2021）
では，教育学研究におけるオールドカマーとニューカ
マーの断絶を，どのように乗り越えるのかという課題
を問題意識として挙げている（清水・児島ほか2021：
21）。

第三に，研究の理論的枠組みに関する議論である。
この点に関して，三浦（2015）は移民世代の分類に
Rumbaut（2022：49）を援用し，清水・児島ほか（2021）
においてもポルテスとルンバウト（2001）が理論化し
た分節的同化（segmented assimilation）に言及して
いる（清水・児島2021： 3 ）。村井忠政ほか（2014）
は，ポルテスとルンバウト（2001）の翻訳書である。
樋口・稲葉編（2023：7-8）は，アメリカでは1965年
の移民法改正から30年が経過した90年代半ばには大規
模なプロジェクトが立ち上げられ，第二世代に顕著
な特徴である集団間分岐を解明したアメリカの「新
しい第 2 世代」に関する研究（Rumbaut & Cornelius 
1995, Portes 1996,Portes & Rumbaut 2001, Rumbaut 
& Portes 2001）が登場し，その後，アメリカと欧州
の比較，さらに欧州間の比較へと展開したことを指摘
している。これらの文献では今後，日本の移民研究に
おいてもエスニシティ間の比較研究あるいはエスニシ
ティ横断的な比較研究が必要であることが指摘される
と同時に，移民第二世代研究の分析枠組みを整備する
必要性が論じられている。

第四に，研究の担い手の変化である。樋口・稲葉編
（2023：7-8）では執筆者 7 名中 3 名が第二世代であり，
第二世代による移民研究が今後さらに発展する可能性
を示唆している。また第二世代の研究者が用いるオー
トエスノグラフィーという研究手法も今後，新たな表
現方法となりつつあることが指摘されている。

2．2．在日ムスリムを対象とした教育研究の動向
2．2．1．�ムスリム・コミュニティの教育活動に関

する先行研究
在日ムスリム・コミュニティの教育活動に関する先

行研究は，教育の場としてのモスクの機能や社会活動
を対象としたものが多い。たとえば伊藤（2021）は，在
日インドネシア人ムスリムを対象にモスクの機能と彼
らのつながりを考察している。伊藤（2021）によれば，
在日インドネシア人ムスリム子弟は，モスクが開催す

るムスリム子弟向けのイスラーム勉強会に通い，アラ
ビア語を学ぶ。また彼らは，在日インドネシア人ムス
リムが実施しているシラトラミ 4 やプンガジアン 5 と
いった活動に積極的に参加し，イスラーム学習会後
の食事などを通して相互に交流することにより，「兄
弟のような関係を結んでいる（menjalin　hubungan 
persaudaraan）」。また，東北地方のムスリム・コミュ
ニティを対象とした西川・艾（2020）の研究は，「仙
台インドネシア・ムスリム協会」（Keluarga Muslim 
Indonesia di Sendai; KMIS）が毎週，仙台モスクで子
どもたちにクルアーンの読み方を教えるイスラーム勉
強会を実施していることを明らかにしている。このほ
か服部（2007）は，日本とインドネシアの宗教的教育
環境には大きなギャップがあり，この教育環境の相違
が在日インドネシア人ムスリムの子どもたちの教育に
大きな影響を及ぼしていると述べている。そして，日
本における宗教教育の不足を補うため，ボランティア
的な教育活動を展開することによって宗教的教育環境
を創出していること，さらに遠隔教育によってインド
ネシアのカリキュラムに基づく宗教教育が提供されて
いることを明らかにしている。

さらに，クレシ（2020）は名古屋におけるムスリ
ム・コミュニティの様相を，戦前と現代のモスク設立
の動きに焦点をあてて考察している。このなかで戦前
期，モスク設立と同様，教育が重要な関心事であった
こと，そして戦後のムスリム・コミュニティにおいて
も，多岐にわたるムスリム・コミュニティの活動のな
かで自主グループによる勉強会やお茶会，さらにムス
リム第二世代が集う集会が開催されてきたことを明ら
かにしている。また，クレシ（2021）は，名古屋にお
けるムスリム・コミュニティの様相を，日本人女性に
よる自主活動の展開，特にコミュニティの発展過程に
日本人女性がいかに関わってきたかを明らかにしてい
る。このなかで，日本人女性による自主活動の試行錯
誤とその発展の経緯とともに，イスラーム的な子育て
の環境が整っていない日本の状況を改善するために始
まった子ども勉強会，ムスリマサロン，女性勉強会が
開催されるようになった経緯についても詳細に記述し
ている。クレシ（2021）は，2020年 1 月現在の名古

4 シラトラミとは，実際に親族ではないが親族のよう
に同じムスリムとして互いに思いやる，支え合う，愛
情を捧げ合う関係を意味する。インドネシア人たちは
食事会や集まりの場をシラトラミと呼んでいる。詳し
くは，伊藤雅俊（2021：73）を参照。
5 プンガジアン（pengajian）とは，インドネシア語で
宗教学習を指す（西野・服部編2007：268）。
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屋モスクにおける自主グループとして，（ 1 ）女性の
ための集会として，①日本人女性お茶会，②女性勉強
会，③はじめてのイスラーム，④子育てのスンナを聞
く会，（ 2 ）子ども世代のための集会として，①子ども
勉強会，②幼児クラス，③ SYM 名古屋モスク（SYM
は Space for Young Muslims の略称），④ SYM にほん
ごクラブを紹介している。

以上のように，在日ムスリム・コミュニティの教育
活動に関する先行研究は，徐々に蓄積されてきてい
る。そしてこれらの先行研究からは，ムスリム・コ
ミュニティが戦前期から様々な自主活動を展開してき
たこと，近年では日本人ムスリム女性やムスリム第二
世代が発信源となり，さらに多岐にわたる自主活動が
展開されていることを理解することができる。このよ
うにムスリム・コミュニティから発信される様々な活
動があるにもかかわらず，前述したオールドカマー教
育研究やニューカマー教育研究に比して，ムスリム・
コミュニティの教育活動に関する研究はいまだ充分と
はいえない状況にある。

2．2．2．�学校におけるムスリム子弟の教育に関す
る先行研究

次に，日本の学校に就学しているムスリム子弟の教
育に関する先行研究をみておきたい。この場合，主と
して学校側の対応や保護者を対象にした研究と，ムス
リム第二世代を対象にした研究に分けることができ
る。まず学校側の対応や保護者を対象にした研究とし
て，服部（2007）や大橋（2021）を挙げることができ
る。服部（2007）は，①給食 6 ，②断食月への配慮 7 ，
③宗教的要素を含む学校行事への参加 8 ，の 3 点を示
した。それらに加えて，大橋（2021：114）は，進路・
進学も在日ムスリムにとっては問題点のひとつである

ことを指摘している。例えば高校では，ヒジャブ 9 の
着用を認めてもらえなかったり，金曜礼拝のために一
時的に学校を退出することを認められなかったり，高
校受験の説明会に行くと子どもがムスリムであるとい
う理由で最初から入学を断られてしまう場合もあるこ
とが指摘されている。次に，日本に暮らすムスリム第
二世代を対象とした研究としてクレシ（2021）が挙げ
られる。クレシ（2021）は，ムスリム第二世代が学校
でどのような経験をするのか，また第二世代に対する
周囲の視線はどのようなものであるかについて，当事
者の語りを通して考察している。

このほか，教育段階別にみると高等教育機関におけ
るムスリムが直面する課題について論じた先行研究，
小学校から高校を対象とした先行研究がいくつか挙げ
られるほか，ごく少数ではあるが就学前教育を対象に
したものもある。高等教育を対象とした研究として，
ムスリム学生との協働の視点から大学による多文化環
境整備を論じた田中・ストラーム（2013），大学教職
員とムスリム学生が円滑に大学生活を送ることができ
るように作成されたハンドブックとして名古屋大学国
際教育交流センターアドバイジング部門＆名古屋大学
イスラム文化会（2014），宗教的マイノリティとして
の留学生と大学の環境を論じた田中（2014），国立大
学におけるムスリム留学生の宗教的ニーズへの対応事
例として金沢大学に礼拝室ができるまでを論じた岸田

（2017），ムスリム学生と異文化適応について礼拝空間
をめぐる国立大学の取り組みを論じた岩崎（2018），異
文化間ソーシャルスキルの視点から日本人学生を対象
としたムスリム留学生との交流のための異文化間教育
の試みを論じた中野・田中（2018），ムスリム留学生に
配慮した大学の食堂づくりを論じたソフィアワティ・
小口（2022）マイノリティム大学生向けの礼拝施設設
置に焦点をあてて日本の高等教育における政教分離と
宗教による多様性を論じた博士論文である Ramdani

（2021）などを挙げることができる。また，高等教育に
限定されないが，中部管区行政評価局が2017年に刊行
した『宗教的配慮を要する外国人の受入環境整備等に
関する調査―ムスリムを中心として（資料編）』では，
事業所での取り組みや旅行者等への配慮の他，児童生
徒への配慮，大学における取り組みが，具体的な事例
とともに示されている。

次に小学校を対象とした研究として，東広島市の小
学校におけるムスリム生徒に対する宗教的配慮への取

6 日本の学校給食では，ムスリムが食することのでき
る「ハラール食品」が限られているため，保護者は子
どもにお弁当を持たせて対処していることが多い。詳
しくは服部（2007：8-9）を参照。
7 イスラーム暦で断食月（ラマダーン月）は，ムスリ
ムが日の出から日没まで飲食を一切断つ月であり，保
護者が学校側に事情を説明して理解を得られる場合と
得られない場合がある。同上， 9 頁を参照。
8 日本の学校では，七夕や節分，端午の節句，雛祭り，
クリスマスなどの行事を「宗教的な行事」として実施し
ているわけではないが，ムスリムの保護者がこれらの
行事を「宗教的行事」として捉えた場合，行事当日に
子どもを休ませることで対処することもある。同上，
9－10頁を参照。

9 ヒジャブ（hijab）：頭髪をしっかり覆うヴェールの一
種である（大川2002：807）。
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り組みと学校生活を言及した松井（2017）がある。そ
のなかで松井は，研究対象とした東広島市の小学校で
は，礼拝場所や礼拝時間の確保，さらに服装への対応
といった支援が行われていることを明らかにしてい
る。また，高校を対象とした研究として渡部（2022）
が挙げられる。渡部は，ムスリム生徒や彼らの対応を
している高校の教職員にインタビューを実施し，①ム
スリム生徒が礼拝のためのスペースを必要としている
こと，金曜礼拝の重要性を優先事情と考えたムスリム
生徒が， 4 時間目の授業を欠席するなどの中抜けの問
題が明らかになり，その対応に苦慮する教職員の姿が
顕在化していること，②メディアによる「過激派」報
道がイスラームやムスリムのネガティブなイメージを
拡大し，ムスリム生徒が周囲からいじめを受け，ムス
リムであること隠さざるをえない状況に追い込まれて
いることなどを明らかにしている10。最後に，就学前教
育を対象とした研究として，日本のイスラーム保育園
での多文化保育の実践を考察し，小学校入学後の信仰
実践や子どものアイデンティティの問題をめぐり保護
者が様々な悩みを抱えていること明らかにしたエル・
アマンダら（2021）がある。

以上みてきたように，在日ムスリムの教育を対象と
する研究は近年増加傾向にある。しかしながら，現時
点ではまだ研究自体が量的に限られていること，そし
て増加するムスリムの子どもたちが直面する教育の課
題を充分に把握できていないことから，今後より一層
の研究が必要とされる状況にある。

3 ．ムスリム教育の現状

3．1．日本国内の学校
3．1．1．イスラーム学校

本項では，日本国内でイスラーム教育を提供してい
る教育機関を概観する。以下の表 2 は，現時点で筆
者が把握する限りの，日本のイスラミックインターナ
ショナルスクール一覧である。表中では，ホームペー
ジに日本語表記がある学校に関しては，括弧内に記し
た。

ここでは，各学校のホームページ，Facebook やブロ
グで公開されている情報に依拠しながら，各学校の概
要や教育目標，カリキュラムなどを紹介する。ホーム
ページ，Facebook やブログは2023年 8 月 1 日に閲覧
したものである。オリーブ学院とダールル・イーマー
ン春日井保育園のホームページは主に日本語で書かれ
ているが，それ以外のホームページは主に英語のみ，
もしくは複数言語で書かれている。英語に関しては筆
者が英文の和訳を行った。訳出に際しては，日本語と
して不自然になることを厭わず，原文に忠実であるこ
とを旨とした。また，kindergarten は幼稚園，nursery
は保育園，preschoolは就学前教育とした。なお，YUAI 
International Islamic School に関しては，2023年 6 月
に現地で行った聞き取り調査の内容も含まれている。

（ 1）Sapporo�Islamic�International�School
概要

Sapporo Islamic International School（以下札幌イ
スラミック・インターナショナルスクール）は北海道

表 2　日本のイスラミックインターナショナルスクールリスト

学校名 所在地（都道府県コード・市区
町村コード順）

Sapporo Islamic International School 北海道札幌市
International School of Cordoba Japan 栃木県小山市
Olive Academy（オリーブ学院） 群馬県伊勢崎市
YUAI international Islamic School 東京都渋谷区
International Islamia School Otsuka 東京都豊島区
Tokyo Iqra Islamic School 東京都葛飾区
British International School 神奈川県海老名市
Darul Iman Kasugai Islamic Preschool（ダールル・イーマーン春日井保育園） 愛知県春日井市
Fukuoka Islamic International School 福岡県糸島市

10 より詳しくは，渡邊（2022：236）を参照。
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札幌市に位置している。2021年 4 月から初等教育段階
が正式に開校し，同年10月からは幼稚園，さらに2023
年 1 月には中等教育段階（中学校 1 年生のみ）が開設
されている11。この他，サマースクール12やアフタース
クール13も実施されている。

設立の目的として，「札幌のコミュニティに対する
責任から，特に子どもたちにとって最も重要な部分で
ある教育について，（中略）子どもたちの信仰を守り，
実践する力をつけるために，適切なイスラーム環境の
中で，子どもたちに強力な最新の知識を提供するため
に，札幌イスラミック・インターナショナルスクール
の設立に至った」ことが説明されている。学費につい
ては，2023年の Facebook で公開された記事によると，
すべての教育段階において受験料は無料，入学金は 4
万円であり，授業料は年間42万円もしくは月額 3 万 5
千円である。授業日は月曜日から金曜日で，給食が提
供されている。

教育理念
スローガンは「信仰と知識をもって，我々は生き

る14」である。ビジョンは「最新のアクティブ・ラーニ
ング・メソッドによる質の高い教育をベースに，感情
発達スキル（emotional development skills）や人格形
成セラピー（character building therapies）を織り交
ぜたパワフルな現代科学を提供するプラットフォーム

となることを目指しており，深いイスラーム教育を提
供することで，生徒たちがムスリムとしてのアイデン
ティティに誇りを持ち，力強く社会に貢献する信徒と
なることを目指している」である。ミッションは「道
徳，信仰，教育，身体的・心理的発達を伴う個人的ス
キルの卓越性を促進することであり，イスラームを代
表し，言葉の前にマナーや行動によって，その実践と
呼びかけを行うムスリムモデルを輩出すること」を掲
げている。

カリキュラム・教育活動
札幌イスラミック・インターナショナルスクールの

カリキュラムでは AIQ（Arabic, Islamic, Qur’an）が全
ての教育段階で行われている。幼稚園のカリキュラム
は英語，アラビア語，日本語，イスラーム教育，活動
と運動である15。教育内容については，進学先に応じて
異なる教育内容が提供されている。たとえば国際的な
SAT 試験に合格するために，最新の現代アメリカ式教
科，具体的には数学，科学と英語が用意されている。
この他，アラブ圏の大学進学に対応したアラビア語の
授業，日本の大学進学に対応した日本語の授業も用意
されている。イスラームに関する学習については，中
学 2 年生になるまでにクルアーンをすべて暗記できる
ようになることが目指されている。この他，イスラー
ム神学（アキーダ16），クルアーン解釈学（    タフスィー
ル17），預言者ムハンマドの言行録（ハディース18），イ
スラーム法学（フィクフ19），イスラーム史も学ぶ。さ11 ホームページでは幼稚園と初等教育 2 つの教

育段階のみ記載されているが，2023年 1 月に公式
Facebook で公開された記事によると，中学校一年生
の段階も設けられている。
12 毎年 1 回，サマースクールが開催されている。期間
は 1 週間で，午前 9 時から午後 4 時まで毎日異なるア
クティビティが用意されている。参加費は 1 万 5 千円
であるが，札幌イスラミック・インターナショナルス
クールの幼児・児童生徒は無料である。サマースクー
ルの教育活動は「充実と探求」，「言語習得」，「社会性
と情緒の発達」，移行プログラムなどで，イスラームの
総合的な学習環境のもとで行われる。
13 アフタースクールは一般に公開され，誰でも登録で
きる形で随時受付中である。2023年 8 月現在，アラビ
ア語，クルアーン・タジュウィードと暗記クラスがあ
る。タジュウィード（tajwid） とは，クルアーンを読誦
するための音声の心得，キラーア学（クルアーン諸学
の一分野で，クルアーンの読誦部門）の基礎分野であ
る。大別すると，6 項目すなわち，⑴音声器官，⑵子音
について，⑶母音について，⑷休止，息継ぎ，⑸読む
速度，⑹その他から構成される（堀内2002：316–317；
堀内2002：604）。
14 原文：  With faith and knowledge, we live up

15 初等教育のカリキュラムはホームページと公式
Facebook に記載されておらず，不明である。
16 アキーダ（aqidah/aqida）：神学。イスラーム神学は
7 つ分野においてムスリムが発達させた議論を，非イ
スラーム研究者が「イスラーム神学」と名づけている。
すなわち⑴神概念の分析，⑵神の存在証明，⑶神ー世
界関係の宇宙論的分析，⑷神議論，⑸信仰論と宗教的
人格論，⑹啓示と理性の関係分析，⑺シャリーアと政
治論（松本2002：509）。
17 タフスィール（Tafseer/Tafsir）：タフスィールはハ
ディースに基づく解釈とする見方が一般的である（菊
池2002：589）。
18 ハディース（Hadith）：預言者ムハンマドの言行を
記録したもの，原義は「話」「語り」「言葉」。シーア
派の十二イマーム派などは12人のイマームの言葉もハ
ディースに包括する。クルアーンには，クルアーンが

「最もよき言葉（ハディース）」との表現も見られる（小
杉2002：768）。
19 フィクフ（fiqh）：法学。イスラームの法は，アッ
ラーによって定立された，ムスリムが遵守すべき規範
の体系である（小杉2002：881）。
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らに，「イスラームアイデンティティを誇る生徒が育
まれるよう，最新のアクティブラーニング形式を駆使
し，感情発達スキル（emotional development skills）
と人格形成セラピー（character building therapies）に
焦点を当て」ているという説明がなされている。主な
教授言語は英語である。

このほか，屋外アクティビティ（しのつ公園での
ゲーム遊び，ハイキング，バーベキュー），スポーツ・
デイ，ファン・デイ（Fun day）なども行われている。
また，サマースクールでは，ビジネスマネージメント
クラス，合気道クラス，IT クラスなどの教育活動があ
ることも公式 Facebook で紹介されている。

（ 2）International�School�of�Cordoba�Japan
概要
International School of Cordoba Japan（以下コルド

バ・インターナショナルスクール・ジャパン20）は，
栃木県小山市に位置している。コルドバ・インターナ
ショナルスクール・グループ21（International School 
of Cordoba chain）は2013年に発足し，コルドバ・イン
ターナショナルスクール・ジャパンは2015年 4 月に設
立された。コルドバ・インターナショナルスクール・
ジャパンの教育段階は Pre-nursery から Class-5まで設
置されている22，23。

教育理念
コルドバ・インターナショナルスクール・ジャパン

のスローガンは「今日の学習者，明日のリーダー24」
であり，ビジョンは「学習への情熱を鼓舞し，人類に
最良の貢献ができるように一人ひとりが知性的，精神
的，道徳的成長を求められるような環境を提供するこ

と」を掲げている。

カリキュラム・教育内容
コルドバ・インターナショナルスクール・グルー

プのホームページによると，カリキュラムの軸とな
る要素は 6 つある。具体的には，分析（Analysis），
知 識（Knowledge）， 理 解（Understanding）， 応 用

（Application），合成（Synthesis），評価（Evaluation）
である。その上で初等教育では 6 つの教科すなわち
識字能力（literacy），計算能力（numeracy），科学

（science），イスラーム諸学（Islamic studies），TPI25を
取り入れたクルアーン学習（Quran studies through 
TPI）とコア科目（core subjects）が設定されている。

コルドバ・インターナショナルスクール・ジャパン
の教育の特徴として，ケンブリッジ英語検定，TPI に
よるアラビア語学習，個人的・社会的発達，国際的に
評価の高いカリキュラム，4-C 児童発達モデル26，保護
者参加プログラム，キャリアカウンセリング，実践に
よって学ぶことができる点が挙げられている。このほ
か，芸術活動， 4 ヶ国語スピーチ大会（英語，アラビ
ア語，ウルドゥー語，日本語），公園遊び，日本語教
室，父母教師会，父母教師旅行（東武動物公園），室内
活動，屋外活動，紅葉の日，運動会，年中行事，校外
学習（うどん工場見学，消防署見学など）が紹介され
ている。

（ 3）Olive�Academy（オリーブ学院）
概要
Olive Academy（以下オリーブ学院）は，群馬県伊勢

崎市に位置するインターナショナルスクールである。
一般社団法人オリーブ学院により2020年 8 月に設立さ
れた。オリーブ学院の教育段階は就学前教育と初等教
育である。就学前教育の学年別クラスとして KG 1（ 4
－ 5 歳，星組）と KG 2（ 5 － 6 歳，太陽組）が設置さ
れている。初等教育のクラスは第 1 学年（primary 1 ，

20 コルドバ・インターナショナルスクール・ジャパン
のホームページはないが，Facebook アカウントが運
営されている。
21 コルドバ・インターナショナルスクール・グループ
は世界中に分校を設立している。具体的には中国，日
本，南アフリカ，サウジアラビア，イギリス，そして
パキスタンのいくつかの都市で学校を運営している。
22 コルドバ・インターナショナルスクール・グループ
のホームページが公開している教育段階と年齢基準か
らみると，pre-nursery は 3 － 4 歳，class-5は10歳に相
当する。
23 学費は執筆の2023年 7 月の時点で，コルドバ・イン
ターナショナルスクール・グループのホームページと
コルドバ・インターナショナルスクール・ジャパンの
Facebook のどちらにも記載されていない。
24 原文：Today’s learners Tomorrow’s Leaders

25 TPI は，total physical interaction の略である。
Understand Qur’an Academy のホームページによれ
ば，効果的な教育と学習のための，よく研究された現
代的な方法論の一つである。例えば，学習の際には動
詞の様々な形を学ぶだけでなく，クルアーンを暗唱す
る際に出てくる動詞の形の意味を説明することもでき
る。
26 4-C 児 童 発 達 モ デ ル（4-C Child Development 
Model/ 4 C Model）：コルドバ・インターナショナルス
クールグループホームページでは， 4 つの C を，cause， 
commitment， character， competence と説明している。
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6 － 7 歳）のみである。学費については，入学費は 1
万 5 千円，年間の公益費は 1 万円であり，授業料は月
額 1 万 5 千円である。幼稚園の授業は月曜日から木曜
日の午前 9 時から午後12時15分に実施されている27。
給食は提供されず，幼児・児童は食事を各自持参する
こととなっている。

教育理念
オリーブ学院は，宗教を通じて平等，共同，普遍主

義の理念のもとで新しい時代の活力を育み，語学力，
道徳，読み書き，算数，遊具遊び等を通して，学力，
コミュニケーション能力，運動能力を身に付け，広く
国際社会で活躍できる人材の育成を志している。同時
に，折り紙，絵本の読み聞かせ等を特別活動に取り入
れることで日本の文化に触れさせている。また，屋外
活動として，植物や果樹の栽培，身体運動を通して，
食事・日常生活のマナーを培おうとしている。

カリキュラム・教育内容
オリーブ学院で教えられている内容は，就学前教育

では日本語（ひらがな，カタカナ，読み書きと活動），
数遊び（数字読み書きと活動・足し算・引き算），英語

（アルファベット・読み書きと活動），特別活動（ぬり
え，お絵描き，折り紙，粘土遊び，工作，絵本の読み
聞かせなど），アラビア語（聖クルアーンの読み方・タ
ジュウィード），道徳（日常生活に関するスンナ28，イ
スラーム学習，マスヌーン29ドゥアー30など）である。
また，初等教育では小学校教育課程31に加えてアラビ
ア語およびイスラーム学習が教えられている。オリー
ブ学院の主な教授言語は日本語である。

教科書については，オリーブ学院の「規則，条件と
保護者の同意書」によると，幼児・児童は指定された
教科書と教材を購入する必要がある。一般社団法人オ
リーブ学院は書籍・教材の制作，出版を行っており，販

売専用サイト「灯台出版32」を通して販売している。し
かし，これらの書籍・教材が指定された教科書になっ
ているかどうかは未確認である。

（ 4）YUAI�International�Islamic�School
基礎情報
YUAI International Islamic School（以下 YUAI）は，

東京都渋谷区に位置するインターナショナルスクール
である。10名のインドネシア出身の母親コミュニティ
内で子どもたちのムスリム・アイデンティティの問題
に関する議論から発展し，2016年 7 月に創設された。
マレーシアの Adni Islamic School33がモデルとなって
おり，Adni Islamic School は現在もスーパーバイザー
として YUAI に携わっている。設立の主体は FGA34 
Education Foundation で，建物はイスラミックセン
タージャパン（Islamic Center of Japan），土地はイス
ラーム開発銀行（Islamic Development Bank）から寄
付を受けた。 2023年時点では，多様なバックグラウン
ドを持つ，幼稚園から後期中等教育段階までの約160
人が在籍35している。児童生徒は特定の国籍によらず，

27 初等教育の授業時間はホームページに記載されて
いないため不明である。
28 スンナ（sunna）：慣行，慣習。ムハンマドが日常行
なっていたことや，折にふれ決定を下したことを，全
体としてスンナという（小杉2002：550）。
29 マスヌーン：語源が記載されてないため，日常の意
味と推測する。
30 ドゥアー（dua）：個人的な祈り，祈願，祈祷，祈念，
時間や回数のほか，所作や唱える言葉までほぼ決めら
れた定めの礼拝とは異なり，個人が自由に行う祈りで
ある（東長2002：664）。
31 日本の小学校教育課程で教えられる教科と推測さ
れる。

32 例えば，「はじめてのアリフ・バー」，「学びましょ
う！聖クルアーンの読み方（1）」，「Book of Dua」，「イ
スラーム学習　はなばたけ　レベル1－1」などを出版
している。
33 Adni Islamic Schoolは1994年に開設されたイスラー
ム学校であり，現在は 0 歳から 3 歳を対象とした保育
園， 4 歳から 6 歳を対象とした就学前教育， 7 歳か
ら12歳を対象とした初等教育，13歳から17歳を対象
とした中等教育を提供している。教育の特色として

“The 5 Curriculum” という軸を掲げており，そのうち
の 1 つである“International Curriculum” において，
Cambridge Assessment International Education を提
供していることが述べられている。詳しくはウェブサ
イト（https://adni.edu.my/）参照。なお，Facebook
では Adni International Islamic School と記載されて
いる場合もある。なお，マレーシアの学校を参考にし
た理由として，マレーシアが英語の運用に慣れている
ことの他，後述する FGA の代表理事がマレーシアに
15年間滞在した経験をもつことが挙げられていた。
34 FGA は，特定の語句の頭文字を取ったものである。
設立当初は“FAHIMA（詳細は3.2.1を参照）Gathering 
Association”という名称で，次に「ファイト・頑張ろ
う・明日に」へと変化し，現在は“Fattah Generation 
Alliance”となっている。なお，インタビューによれ
ば，設立に関わった10名のインドネシア人女性の配偶
者の 9 割は日本人とのことである。設立当初は 3 歳か
ら中学校までを対象としていた。
35 正確な男女比は不明だが，インタビューによれば，
2023年度時点では女子の方が多いとのことである。
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東南アジア，南アジア，アフリカ，中東にルーツをも
つ子どもなど，広く「イスラーム」という属性で入学
しており門戸が広く開かれている36。児童生徒の 7 割
は日本に定住予定， 3 割は複数年滞在予定の短期滞在
者である。また，どちらかの親が日本人である子ども
が 5 割から 6 割在籍しているとのことであった。教師
もまた，スーダン，エジプト，マレーシアといった海
外出身の教師が教えており，多国籍である。

インタビュー調査によると，ムスリム・コミュニ
ティ内で評判が広まり，特に低学年児童を中心に生徒
数が急激に増加しているという。その結果，現在の校
舎で全ての児童生徒を学習させることが困難になって
きたため，埼玉県草加市に建物を購入し， 7 年生（中
学 1 年生相当）以上の学校機能を移転させる予定であ
る。また，将来的には一条校になることを目指してい
るが，具体的な目途はたっていないとのことである。

年間の学費は教育段階やカリキュラムによって様々
であり，幼稚園と 1 年生から 6 年生が144万， 7 年生
から 9 年生が168万円である。後期中等教育段階では
IGCSE プログラム，並木プログラム（後述），もしく
はその両方を選択することができ，それぞれ192万円，
144万円，264万円である。その他，一時金として出願
料 1 万円，入学金32万円，建築開発費38万円が必要と
なる。 7 種類の奨学制度が用意されており，学費の減
免を受けることができる37。ホームページには英語，イ
ンドネシア語が用いられているほか，自動翻訳と思わ
れる日本語も用意されている。

学校は東京ジャーミイの隣に立地しているが，両者
に直接の関連性はない。 4 年生以上は東京ジャーミイ
で，それより低学年はホールでお昼の礼拝を行ってい
る。給食の用意はなく，弁当を持参する必要がある。
弁当を用意することが困難な家庭に対しては，他の保
護者が有償で弁当を用意している場合もあるとのこと
である。

教育目標・内容
理念は「誠実で卓越した個人を育てる38」である。

ミッションは「インターナショナルイスラミックス
クールとして，児童生徒がどんな形であれ預言者ムハ
ンマドの教えを守ること」「児童生徒がアキーダとシャ

リーア39に基づいた誠実さを持つことで，その知識に
精通し，結果としてコミュニティや世界に貢献するこ
と」を掲げている。それを踏まえ，カリキュラムにお
いてもイスラーム的価値観と人格形成に重点を置いた
教育を提供することが目指されている。

就学前教育は，①クルアーンと基礎イスラーム学
習，②屋外活動，芸術，社会科を通した，認知・社
会・情操・運動機能の統合的発達，③日常会話程度の
英語，④基礎的な算数（数，足し算，引き算）を学ぶ。
初等教育では，①クルアーンとイスラーム学習，②英
語，③算数，④科学，⑤社会，⑥日本語，⑦アラビア
語，⑧図工，⑨体育，⑩コンピュータを学ぶ。中等教
育では，クルアーンとイスラーム学習，②勉強40，③
英語，④数学，⑤科学，⑥社会，⑦日本語，⑧アラビ
ア語，⑨図工，⑩体育，⑪コンピュータを学ぶ。後期
中等教育以上の各教科は，基本的にケンブリッジの提
供しているものに沿って学習が進められている。また
希望者は，選択したコースによって，ケンブリッジ国
際中等教育修了証（IGCSE）と，広島県広島市にある
通信制高校・単位制の並木学院高等学校41の通信課程

（並木プログラム）の履修を通して取得する日本の高等
学校卒業資格のいずれか，もしくはその両方を取得す
ることができる。全ての課程において，英語が教授言
語として用いられているが，並木プログラムでは日本
語が教授言語となっているほか，日本語ネイティブ・
ノンネイティブに分かれて授業が行われている。な
お，2023年 6 月現在，ケンブリッジ国際中等教育修了
証（IGCSE）取得後，国際ケンブリッジ A レベルの学
習を進めている生徒が 1 名在籍しており，サウジアラ
ビアへの大学進学を目指しているとのことであった。
YUAI で後期中等教育段階を修了した生徒たちは，日
本の私立大学や，インドネシア，マレーシアをはじめ
海外の高等教育機関に進学している。しかし，日本語
がノンネイティブの生徒で，日本語能力試験 N 3 レベ
ルにようやく達する生徒の場合，外国人枠ではない日
本の大学入試は難しいため，並木プログラムの他に塾
が必要とのことであった。

教員に行ったインタビューによると，学習を進める

36 ただし，インタビューでは 2 つの家族がノン・ムス
リムとのことであった。
37 現在は15名が奨学金を受給している。
38 原文：Nurturing Individuals with Integrity and 
Excellence.

39 シャリーア（sharī’ah）：イスラーム法（小杉2002： 
466）。
40 ホームページからの直訳。 時間割の参照から，自習
時間のことを指していると思われる。
41 学校法人英数学館並木学院高等学校は単位制の通
信制高校として2004年に開校。詳しくはウェブサイト

（https://namikigakuin.ac.jp/）参照。
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うえで「教員・教室の慢性的な不足」「様々なニーズ
への対応」が課題として指摘されていた。教員は空き
コマがなく，授業準備は休日に行っているとのことで
ある。また，必修となっている日本語の授業に関して
も，児童生徒の家庭事情によって学習意欲にばらつき
があるという。具体的には，親の仕事の都合で日本に
2 － 3 年しか滞在しないことがはっきりしている児童
生徒は，日本語学習意欲が低いとのことである。また，
日本語レベルのネイティブ・ノンネイティブは，基本
的に自己申告であり，それによる課題も見られるとい
う。低学年は，片親が日本人であればネイティブに入
れるが，家庭で日本語を使っていないためにネイティ
ブレベルではない場合もある。また保護者と児童生徒
でどちらのクラスに入るか意見が別れる場合もあると
いう。

（ 5）International�Islamia�School�Otsuka
基礎情報
International Islamia School Otsuka（以下インター

ナショナル・イスラーミーヤ・スクール大塚）は，東
京都豊島区に位置するイスラーム学校である。Japan 
Islamic Trust により，2004年に設立された。現在は幼
稚園から前期中等段階の教育を提供しているが，2025
年 4 月には後期中等教育段階を開設する予定である。
幼稚園は，これまでに180名が卒業している。保護者
からの評価も高く，98％の保護者がインターナショナ
ル・イスラーミーヤ・スクール大塚に満足している。
出願料は 1 万円，入学金は10万円である。年間の学費
は 1 年生から 3 年生が54万円， 4 年生から 6 年生が66
万円， 7 年生から 9 年生が78万円であるほか，維持管
理費として年間 1 万円が必要である。ホームページに
は英語が用いられている。

教育目標・内容
インターナショナル・イスラーミーヤ・スクール大塚

は，イスラーム的価値観と近代的な教育手法を融合さ
せた学校である。ミッションは「世界に良い影響を与
えるような知識，技術，価値観を備えた，将来のムス
リムのロールモデルやリーダーを育成すること」，ビ
ジョンは「日本におけるムスリムの子どもたちの知的，
道徳的，宗教的（moral）成長を促進する，先進的な教
育機関であること」，バリュー（values）は「アッラー
とその使徒への忠誠，自分と他者への尊敬，正直で誠
実であること，学習と教授における卓越性，コミュニ
ティや社会への奉仕」であり，これらに基づいた教育
を実施している。就学前教育では，強固なイスラーム

的基盤を提供しつつ，児童が知的，社会的，精神的に
発達することを支援する。初等教育では，学習面とイ
スラーム面の双方の卓越性を向上させる，総合的な教
育を行っている。学習する教科はイスラーム学習，ク
ルアーン，算数，科学，英語であり，これらはケンブ
リッジ42の提供するカリキュラムに基づいて実施され
ている。前期中等教育では，学習面での卓越性，イス
ラーム的規律，感情面の知性を融合した包括的な教育
を提供している。中心科目である数学，科学，社会，
技術，英語においては，ケンブリッジのカリキュラム
に沿った学習を行う。また，様々な課外活動を通して，
批判的思考，情操教育，生涯学習43の発達に注力してい
る。加えて，生徒の宗教的な成長を目的として，クル
アーンとイスラーム学習の授業も開講している。後期
中等教育は，先述の通り設置予定の段階ではあるが，
高い質の STEM 教育と大学入学の準備段階としての
教育を提供することが述べられている。課外活動は生
徒が自身の興味と課題を探索する機会を与えるような
ものを目指している。また，全ての生徒に開かれた環
境を作り出し，インクルーシブ教育を推進するとされ
ている。

夏季休業期間には，サマースクールも開講してお
り，Facebook 上で2023年度の幼稚園と初等教育段階
を対象とした募集が確認できる。幼稚園対象のものは
全 5 日間の日程で開講され，インターナショナル・イ
スラーミーヤ・スクール大塚の幼児には無料で，それ
以外の幼児には 1 万 6 千円で提供される。活動内容は
クルアーン，預言者伝（シラー）44，アキーダ，イスラー
ム倫理（アフラック）45の学習，水遊び，実践的な礼拝

（サラート）46，遊び，実験などが予定されている。初
等教育段階対象のものは全 3 日間の日程で開講され，
1 万 8 千円（早期申込の場合は 1 万 5 千円）で提供さ
れる。イスラームの教えに基づいたワークショップを
通して，子どもたちにイスラーム的価値観を導入する
ことが目的として掲げられている。活動内容は料理と
食事のマナー，屋内スポーツとボルダリング，実践サ

42 明記されていなかったが，Cambridge Primary を指
しているものと思われる。
43 ホームページには “long-life learning”とあったが，
前後の文脈から life-long learning”と解釈した。
44 シラー（shiroh）：預言者伝のこと。
45 アフラック（akhlak）：イスラーム倫理，道徳のこ
と。
46 サラート（salah）：イスラームの五行の2番目の義務
として課せられている礼拝のこと（森2002：417）。
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ラートワークショップ，六信47五行48などが予定されて
いる。

（ 6）Tokyo�Iqra�Islamic�School
基礎情報
Tokyo Iqra Islamic School（以下東京イクラ・イス

ラミックスクール）は，東京都葛飾区に位置するイス
ラーム学校である。幼稚園と初等教育を提供してい
る。年間の学費は幼稚園が46万 2 千円， 1 から 3 年生
が48万円， 4 から 6 年生が54万円である。その他の経
費として，出願料が 4 千円，維持管理費が年間で 3 万
円必要となる。また，近隣の鉄道駅から東京イクラ・イ
スラミックスクールへのスクールバスを有料49で運行
している。ホームページには英語が用いられている。

教育目標・内容
就学前教育は，モンテッソーリ教育を採用してい

る。また，クルアーンを含む，イスラーム学をオプショ
ンとして用意している。初等教育段階は Cambridge 
International Examination50 に準拠した教育を実施し
ている。科学研究・生物・化学・物理，初級算数，初
級英語，初級 ESL，情報通信技術に加え，追加科目
として，クルアーンを含むイスラーム学，日本語，美
術（お絵描き），社会・地理の授業を提供している。ま
た，放課後には，クルアーンの暗記を含む発展的イス
ラーム学，第 2 言語としてのバングラデシュ語，ウル
ドゥー語，その他の言語の教育を提供している。制服，
指定ヒジャブがあるほか，お祈りをするための部屋が
あることも明記されている。

Facebook の投稿からは，積極的に校外学習を行っ
ている様子も確認できる。特に理科系の学習では，街
で聞こえる音の計測，季節の植物の採集などを行って

いる。また，スペリングや作詩の校内コンテストも実
施しているようである。

（ 7）British�International�School
基礎情報
British International School（以下ブリティッシュ・

インターナショナルスクール）は，2007年に創立され
た，神奈川県海老名市に位置するインターナショナル
スクールである。保育園，幼稚園，初等教育段階が設置
されている。入学金は 5 万円，学費は 2 万 5 千円（年
額か月額かは不明）である。また， 2 人目は10％， 3
人目は20％学費が減免される制度がある。

教育目標・内容
ミッションとして「国際基準の教育の独特な要求を

満たすだけでなく，児童生徒が日本社会・文化に適応
し，国の発展において指導的役割を担うための準備を
すること」を掲げている。カリキュラムにはコア教科
を設定し，英語，芸術51，数学，科学52，コンピュータ
科学，社会科学を学んでいる。これらは，ケンブリッ
ジ53が提供しているものである。また，6 年生以上には
アラビア語とフランス語の授業が用意されている。日
本語の授業では，日本の公立学校で使われているもの
と同じ教科書を利用し，児童が日本社会にスムーズに
順応できるようにしている。コンピュータ科学に関し
ては，児童生徒がコンピュータの概念と利用方法を，
簡単で，子どもに優しく，興味深い方法で親しむこと
を目的としている。小学校のカリキュラムは，英語，
日本語，算数，初等科学，社会科，コンピュータ科
学，工作，図画，文化活動／倫理，追加学習言語（ア
ラビア語，フランス語），体育である。また，特別活動
として，運動会や特技発表会も実施していることが，
Facebook から確認できる。

47 六信（‘aqa’id）：ムスリムであるための信仰上の義務。
唯一絶対神アッラーの存在，天使（マラーイカ）の存
在，啓典の存在，預言者の存在，来世の存在，神の予
定と定命の 6 箇条である（東長2002：1067–1068）。
48 五行（al-arkān）：全てのムスリムに課せられた義務
としての 5 つの信仰行為。信仰告白（シャハーダ），義
務の礼拝，ザカート，ラマダーン月の断食，巡礼の 5
つである（小杉2002：366–367）。
49 具体的な金額は，青砥・お花茶屋・亀有が 8 千円，
小岩・新小岩が 1 万円，大島・船堀が 1 万 6 千円，葛
西・西葛西が 1 万 8 千円，田畑が 1 万 6 千円， 王子・
東十条・赤羽が 1 万 8 千円，松戸が 1 万 6 千円，三郷
が 2 万円（いずれも月額）である。
50 原文ママ。Cambridge Primaryを指しているものと
思われる。

51 ホームページには“English Language Arts”とあっ
たが，正しくは“English Language” “Arts” と思われ
るため，そのように記載した。
52 ホームページには“Mathematics Science” とあった
が，正しくは“Mathematics” “Science”と思われるた
め，そのように記載した。
53 在籍生徒が IGCSE 試験で好成績だったことを知
らせる Facebook 記事が投稿されていたことから，
IGCSE を提供していると思われる。
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（ 8）�Darul�Iman�Kasugai�Islamic�Preschool（ダール
ル・イーマーン春日井保育園）

概要
Darul Iman Kasugai Islamic Preschool（以下ダール

ル・イーマーン春日井保育園）は，愛知県春日井市に
位置している。2013年 4 月に設立され，2019年 9 月30
日に保育無償化の対象園にもなった。設立の主体は一
般社団法人春日井イスラミックセンターである。途中
入園が可能である。星組（ 3 歳児），月組（ 4 歳児）と
空組（ 5 歳児）の， 3 つの年齢別クラスを設置してい
る。学費は，初回のみの登録料は 7 千円である。そし
て，毎月の保育料のうち，授業料は 7 千円であり，施
設費は300円，バス代は 1 万円である（スクールバス利
用の場合）。兄弟が通園している場合，学費の減免を受
けられる。授業は月曜日から金曜日までの朝 9 時から
15時までであり，月 2 回は半日保育である。また，15
時から17時までの預かり保育も実施しており，母親が
フルタイムで働いているか，通院の際に利用できる。
園の制服54があり，女の子は紺色のワンピースと紫色
のヒジャブ，男の子は長めのベストと頭に被る白い帽
子（タキーヤ55）である。公式ブログには2019年10月
までの給食メニューが記載されていたが（2018年 8 月
公式ブログより），その後も給食が提供されているか
は不明である。

教育理念
スローガンは  「親が子どもに与える教育として，こ

れ以上のものはない56」である。

カリキュラム・教育内容
ダールル・イーマーン春日井保育園のカリキュラム

は年齢に応じた目標をもって行う「設定保育」を取り

入れている。各組の担任が毎日子どもの様子を見て，
その時に必要な活動や行事に合わせたプログラムを考
える。英語，リトミック，体育遊びなど，特色のある
活動も行っている。教授言語は日本語である。

ダールル・イーマーン春日井保育園での主な活動内
容は，信仰と道徳，クルアーンとアラビア文字学習，英
語に親しむ学習，毎日のドゥアーの学習などである。
同園が発信するメディアからは，芋ほり遠足，毎日の
イスラームや英語の勉強成果の発表会，イード祭り，
運動会，岐阜木遊館と岐阜モスクへの遠足，消防署見
学などの教育活動が行われていることがわかる。

ダールル・イーマーン春日井保育園は園児が卒園し
た後の教育も行っている。卒園した子どもたちは学校
が終わると，毎日近くの春日井モスクが運営する放課
後教室「マドラサ57」に通って，アラビア語やクルアー
ンを習うことができる。

（ 9）Fukuoka�Islamic�International�School
Fukuoka Islamic International School（以下福岡イス

ラミック・インターナショナルスクール）は，福岡県
糸島市に位置している。札幌イスラミック・インター
ナショナルスクールの姉妹校である。設立年は2023年
である。教育段階は幼稚園と初等教育が設けられてい
る。また，サマースクール58も実施されている。幼稚園
では KG 1 と KG 2 があり，それぞれ，入学年の 4 月 1
日前に3.5歳と4.5歳に達していなければならない。ま
た，初等教育の第 1 学年では入学年の 4 月 1 日前に 6
歳に達していなければならない。入学については，す
べての生徒が希望する学年に適した入学試験に合格す
る必要があり，最終的な合否の決定権は校長にある。
学費については，志願料は無料であり，入学金につい
ては幼稚園と初等教育ともに 4 万円である。ただし，
同じ家族で 2 人目の入学の場合は 2 万 4 千円， 3 人目
の場合は 1 万 6 千円と減免措置がある。月額の授業料
は幼稚園と初等教育ともに 3 万円である。ただし， 2
人目の場合は 1 万 8 千円， 3 人目の場合は 1 万 2 千円
と入学金同様に減免措置がある。また，福岡イスラ

54 2013年10月から制服を指定している。当時の制服
はシンガポールから届いたものであり，女の子は青色
のワンピースと黒のヒジャブ，男の子は青色のシャツ
とパンツである。その後，2018年 4 月に新しい制服と
なった。その制服は名古屋のハラールショップとオー
ダー服の店「MyBotanG」でデザインされたものであ
る。ただし，以前の制服もそのまま使用することが可
能である。（2018年 4 月公式ブログより）
55 タキーヤ（taqiyah）：タギヤとも呼ばれる。一般に
ムスリムが宗教的な目的で着用している小さな帽子。
56 原文は「A father can give his son nothing better 
than a good education」であるが，多くのイスラーム
諸国では，「父親」を「親」，「息子」を「子ども」とし
て解釈する。

57 マドラサ（madrasa）：アラビア語で「学ぶ場所」を
意味する。
58 朝 9 時から午後 4 時までの時間帯で 1 週間開催さ
れ， 4 歳から13歳までの子どもが参加できる。参加費

（食費とキャンプの費用込み）は 1 万 5 千円であり，二
人目の子は20％割引となり，福岡イスラミック・イン
ターナショナルスクールの児童・生徒は無料である。
送迎ありの場合（利用の場合）は 3 千円が追加される。
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ミック・インターナショナルスクールは奨学金を設け
ており，経済的に困難な家庭は，費用の一部または全
額免除を申請することができる。学校は，家庭のプ
ライバシーを守りながら，ザカード59ファンド（zakat 
funds）からこれらの費用を賄うために寄付者を手配す
る。また，生徒がクルアーンを15章もしくはそれ以上
暗記し，スポーツ，数学，科学に秀でた場合，授業料
と入学金を25％免除される。この免除を受けるには，
関連書類を提出するか，テストを受ける必要がある。
学校内にはモスクがあり，園児・児童は毎日礼拝を行
うことができる。指定された礼拝の休憩時間には，教
師の監督の下，児童が一緒にお昼の礼拝（ズフル）を
実施する。また，ムスリム以外の児童には，この時間
帯には図書館で別のプログラムが企画される。

教育理念
福岡イスラミック・インターナショナルスクールの

ビジョンとミッションは，札幌イスラミック・イン
ターナショナルスクールと同じである。福岡イスラ
ミック・インターナショナルスクール独自の教育の信
条（ビリーフ）は，「私たちは，学校の成功は一人ひと
りの付加価値によって決まると信じている。だから，
私たちは子どもがクルアーンとスンナに触発された善
良なムスリムの模範となるよう奨励している。教育と
は，子ども，教師，家族，そしてより広い地域社会と
のパートナーシップであると私たちは信じている。私
たちはすべての関係者の間に強い関係を育み，子ども
の成功をサポートするために協力と対話を奨励してい
ること」を掲げている。

カリキュラム・教育内容
福岡イスラミック・インターナショナルスクールは，

カリキュラムとして英語，国語，数学，歴史，地理を
教えるための共通のガイドラインを提供するコモン・
コア・ステート・スタンダード60（CCSS：Common 
Core State Standards）および，次世代科学スタンダー

ド61（NGSS：Next Generation Science Standards）に
基づいたアメリカのカリキュラムを提供している。こ
れにより，教師はそれぞれの幼児・児童のニーズに合
わせてカリキュラムを柔軟に変更することができると
されている。教授言語は英語である。

3．1．2．�イスラーム学校以外の例：東京インドネ
シア共和国学校

東 京 イ ン ド ネ シ ア 共 和 国 学 校（SRIT: Sekolah 
Republik Indonesia Tokyo）は，東京都目黒区にある
外国人学校である。名称にあるとおり，日本に滞在す
るインドネシア人の子どもたちを対象としている。東
京インドネシア共和国学校の公式ブログによると，同
学校は，1962年 4 月21日に設立され，設立時の名称は

「インドネシア教育園」（Taman Pendidikan Indonesia）
であった。翌年の 8 月17日に，現在の校名に変更され，
また，1963年 9 月 1 日付のインドネシア共和国教育文
化大臣令第83号によりインドネシアの公立学校と同等
の位置づけを得た。設立当初は，幼稚園，小学校，中学
校段階の子どものみを受け入れていたが，1965年に高
等学校段階が開校され，以降，幼稚園から高等学校段
階の子どもが通っている。高等学校段階においては，
2003年に文部科学省より日本の高等学校相当の学校と
して指定され，外国人学校として日本の大学入学資格
が認められた。

カリキュラムは，インドネシアのカリキュラムを使
用し，算数・数学や社会科，理科，英語，保健体育と
いった日本の学校でも見られる教科の他に，インドネ
シア語，芸術文化，パンチャシラと公民教育，宗教教
育及び道徳が教えられている62。また，インドネシア
のカリキュラムに加えて，日本語も導入されている。

東京インドネシア共和国学校は，イスラーム学校で
はないため，3.1.1で挙げたイスラーム学校と異なり，
クルアーンやハディース，預言者ムハンマドの伝記と
いったイスラームに関連する教科を設けていない。唯
一，宗教に関連する教科として「宗教教育及び道徳」が
設定されているのみである。この教科では，子どもた

59 ザカード（zakat）：喜捨の意味。ムスリムには 1 年
を通じて所有した財産に対し一定率の支払が課せられ
る（森2002：395）。
60 コモン・コア・ステート・スタンダード（CCSS）と
は，2010年以降，全米の多くの州が英語と数学で採用
している共通基準である。同じ基準を持つことで，た
とえ転校したり，別の州に移ったりしても，すべての
生徒が良い教育を受けることができるとされる。詳し
くは California Department of Education ホームペー
ジ参照。

61 次世代科学スタンダードとは，幼稚園児から高校
生までの科学教育の内容に関する基準である。この基
準は，生徒が何を知り，何ができるようになるべきか
という期待値を定めたものであり，すべての生徒のた
めの科学教育を改善するために各州によって策定さ
れたものである。詳しくは Next Generation Science 
Standards ホームページ参照。
62 ここに挙げた教科はインドネシアの2013年カリ
キュラムに準拠している。
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ちはそれぞれが信仰する宗教に関する内容を学ぶ。こ
れは，インドネシアの国家五原則「パンチャシラ」の
第一原則「唯一神への信仰」に沿ったものである。

東京インドネシア共和国学校は，これまでに多くの
在日インドネシア人の子どもの教育を担ってきたが，
距離等の理由により通えない子どもの方が多い。この
ような子どもたちのために，同学校は，2021年度に「遠
隔教育プログラム」（Program Pendidikan Jarak Jauh）
と「遠隔講座」（Kursus Jarak Jauh）を実施した。前者
の遠隔教育プログラムは，小学生から高校生の児童生
徒を対象に遠隔の授業を提供している。使用するカリ
キュラムは2013年カリキュラムである。後者の遠隔講
座は，「宗教教育及び道徳」，「インドネシア語」，「パン
チャシラと公民教育」の 3 つの教科を提供し，児童生
徒は 1 つ以上の教科を選択し受講することができる。
遠隔講座の選択教科について，ヘリ・アフマディ駐日
インドネシア共和国特命全権大使は，「これら 3 つの
基礎は，日本の公立学校では教えられておらず，外国
インドネシア学校のみから得られるものである」63と
語る。遠隔講座の対象者は，日本の学校に通っている
在日インドネシア人の子どもである。

上述したように，東京インドネシア共和国学校は，
イスラーム学校ではないがインドネシアのカリキュラ
ムに沿って，通常の授業のみならず遠隔教育をとおし
て，インドネシア人ムスリム児童生徒にイスラームに
関する教育を提供している。また，同校の校舎の隣に
は，2017年 6 月に在日インドネシア人の寄付で設立さ
れたモスクである「マスジッド・インドネシア」があ
り，東京インドネシア共和国学校のムスリムの教員や
児童生徒はもちろん，金曜日やイードの日には，多く
のムスリムがこのモスクに集まり礼拝をする。

3．2．その他
3．2．1．国内のムスリム・コミュニティによる教育

本項では，国内のトルコ人ムスリム・コミュニティ
とインドネシア人ムスリム・コミュニティによる子ど
も向けの教育の事例を取り上げる。具体的には，トル
コ人ムスリム・コミュニティによる教育として，①
愛知県の津島アヤソフィアジャーミイ（Tsushima 
Ayasofya Camii）と②岐阜県の岐阜ファティモスク

（Gifu Fatih Camii）における実践を紹介する。インド
ネシア人ムスリム・コミュニティによる教育として
は，③名古屋市にあるムスリム児童学習会と④在日イ
ンドネシア人ムスリム女性組織による遠隔教育を取り
上げる。①～③の事例は，2023年 8 月時点で実施が確
認できるものであるが，④の在日インドネシア人ムス
リム女性組織による遠隔教育の事例は，2000年代に実
施されたものである。しかし，こうした事例はコミュ
ニティ内部から要望があるたびに繰り返し実施されて
きたものであるため，本稿では在日ムスリムの子ども
の教育の現状として位置づける。表 3 は，各事例の調
査方法と期間である。

①津島アヤソフィアジャーミイのイスラーム教育
まず，愛知県津島市にある津島アヤソフィアジャー

ミイで行われている子ども向けのイスラームクラスを
紹介する。クラスはジャーミイの礼拝場所やジャーミ
イのいくつかの部屋を使って行われている。一年を通
して開催され，月曜・火曜・水曜の午後 6 時から 8 時
までと土曜の朝10時から13時30分まで行われる。参加
する子どもたちが長期休暇に入ると，月曜から木曜の
昼12時から15時30分に行われる。クラスの参加者は小
学生から中学生の子どもたちで，学校が長期休暇とそ

表 3．各事例の調査方法と調査期間

事例 対象と調査方法 調査期間
① 津島アヤソフィアジャーミイのイスラーム

教育
子ども向けのイスラームクラスの参与観察 2022年8月23日，

2023年6月10日
② 岐阜ファティモスクのイスラーム教育 親子でのイスラームクラスの参与観察 2023年6月19日
③名古屋市のムスリム児童学習会 子ども向けのイスラームクラスの先生へのイ

ンタビュー
2023年6月28日

④ 在日インドネシア人ムスリム女性組織ファ
ヒマによる遠隔教育

2000年代初頭から2008年までファヒマに関
わった女性1名へのインタビュー

2023年7月3日

63 インドネシア教育文化省（2021）「教育サービスの
向上，東京の在東京インドネシア大使館が遠隔講座プ
ログラムを開始」https://www.kemdikbud.go.id/main/

blog/2021/07/tingkatkan-layanan-pendidikan-kbri-
tokyo-luncurkan-program-kursus-jarak-jauh（最終閲覧
2023年 8 月16日）
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うではない時で人数は変動するが，概ね 6 ～ 8 人の子
どもたちが参加している。教えているのは主にこの
ジャーミイの宗教指導者（イマーム64）であるが，観
察の中ではイマームの妻，トルコの大学を卒業した
娘，日本の高校を卒業した息子がクラスを手伝うこと
もあった。使用される言語は，主にトルコ語であった
が日本語が使用される場面もあった。

クラスの内容は，クルアーンの読誦と，イスラーム
に関する知識である。クルアーンの読誦は全員同じ
ページを学習していた。イマームが一節ずつ区切りな
がら読み，子どもたちがそのあとに繰り返すというス
タイルでおこなわれていた。また，イスラームに関す
る知識として六信五行や天使の話が提供されていた。
さらに，子どもたちが飽きないようにするため，トル
コでの伝統的な遊びや子どもたちが自由に遊ぶ時間
も，クルアーンの読誦とイスラームに関する話の間に
取り入れられていた。

②岐阜ファティモスクによるイスラーム教育
次に，岐阜県にある岐阜ファティモスクによるムス

リム教育について紹介する。岐阜ファティモスクでの
子ども向けのイスラーム教育は 3 カ所で行われてお
り，それぞれ曜日と場所が異なっている。それらのク
ラスは「親子でイスラームクラス」と名づけられてお
り，いずれのクラスも夜 7 時から 9 時ごろまで行われ
ている。筆者が観察を行った時点では，月曜日は愛知
県春日井市内の公民館，火曜日は愛知県岩倉市の生涯
学習センター，水曜日は岐阜県各務原市内の公民館で
開かれていた。 3 カ所に分かれているのは愛知県と岐
阜県それぞれのトルコ人が集まりやすいようにするた
めだと思われ，それぞれ通いやすい場所や曜日のクラ
スに参加できることになっている。よって，それぞれ
の場所での学習内容は同じであるが，参加する子ども
は異なっている。筆者が観察したクラスは 9 人の子ど
もが参加しており，数人の父親，母親らも同席してい
た。 3 つのクラスすべてが岐阜ファティモスクのイ
マームとイマームの妻によって教えられている。教授
言語は日本語とトルコ語の両方が使われている。

主な学習内容はクルアーンの読誦とイスラームに関

する知識である。クルアーンの読誦は，アラビア語の
読み方から始められ，アラビア語が読めるようになる
とクルアーンに移る。子どもたちはそれぞれ異なる進
度でクルアーンを読んでおり，イマームと一対一で読
み方を学んでいた。イスラームの知識に関しては，礼
拝の時に唱える言葉が教えられていた他，観察した時
には犠牲祭が近かったため，日本人の保護者が作成し
た犠牲祭に関するプリントが配られ，その保護者がそ
れについて子どもたち一人ひとりに説明していた。

③ 名古屋市のムスリム児童学習会（TPA Nurul Iman 
Nagoya）
上述のモスク主催の子ども向けイスラーム学習会の

ほかに，名古屋市にはコミュニティが開催しているも
のがある。それは，ムスリム児童学習会「クルアーン
学習教室ヌルル・イマン名古屋（Taman Pendidikan 
Al-Qur’an Nurul Iman Nagoya）」である。

同学習会は，「名古屋インドネシア・ムスリム協会
（Keluarga Muslim Indonesia Nagoya; KMI Nagoya」
が，自分らの子どもにイスラームの知識を身につけて
欲しい，日本にいると自分の子どものイスラーム知識
がインドネシアに住んでいる子どもたちと比べて遅れ
てしまう恐れがある，といった要望に応えようと，名
古屋市にある礼拝所（ムサッラー）で2022年から開催
されたものである。参加している子どもたちは，平日
は日本の公立小学校や就学前教育機関に通っているた
め，学習会は 1 ヶ月に 2 回（第 1 ・ 2 日曜日）の午後
の時間帯（14時から 3 ～ 4 時間程度）に開催される。
インドネシアでイスラーム教育を教えたことのある在
日インドネシア人や留学生など，合計 5 人の先生が教
えている。参加している子どもの年齢は 6 歳から10歳
で，合計21人が登録をしているが，実際に同学習会へ
来る子どもは登録者より少なく，概ね 4 ～ 8 人である。

学習会の内容は，主にクルアーン読誦とイスラーム
教育である。クルアーン読誦は，先生と子どものマン
ツーマンで教えられている。そのほかのイスラーム教
育は，パワーポイントで資料を作成して講義形式で教
えたり，塗り絵や絵本を用いて子どもでも理解できる
ように工夫して教えられている。例えば，学習時間の
前に，当日のテーマと関連している塗り絵をする。そ
の日のテーマが「イスラーム五行」の場合，それに関
連する絵が記載された塗り絵が配布される。塗り絵
は，先生たちがインドネシアで使用していたもののコ
ピーである。そのほか，お祈りの仕方や暗唱したクル
アーンの章句を実践形式で確認することもある。参加
費は，1 回当たり子ども 1 人500円である。同学習会で

64 イマームとは，イスラームの宗教指導者の意。イ
マームになるために特別な教育や資格は不要である。
しかしトルコではイマームは宗務庁と呼ばれる中央機
関によって人事が管理されており，国外へと派遣され
るイマームになるためには試験に合格する必要があ
る。ここで紹介しているそれぞれのモスクのイマーム
もトルコ政府から派遣されてきたイマームである。
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教えている先生たちはボランティアでシフト制ではな
いため，その日教えることができる先生が柔軟に運営
している。

④ 在日インドネシア・ムスリマ組織ファヒマによる遠
隔教育
ファヒマ（FAHIMA: Forum Silaturahim Muslimah，

ムスリマ交流フォーラム）は，在日インドネシア人
ムスリム女性（ムスリマ）のための組織である。公
式 Facebook によると，ファヒマは2004年 2 月 6 日に
結成されたが，調査協力者の話によれば，少なくとも
2002年から活発に活動をしていたという。

ファヒマの設立目的は，①様々な活動を通してムス
リム女性の可能性の場をつくりエンパワーメントする，
②日本とインドネシアにおける子どもの教育問題の克
服に貢献する，③日本とインドネシアのインドネシア人
社会の状況の改善に積極的に取り組む，④対面及びオ
ンラインで定期的にイスラーム勉強会を開催すること
をとおしてイスラーム知識を向上させる，ことである。

ここでは，子どもの教育について言及されている②
の目的に着目する。ファヒマは，日本とインドネシアに
おける子どもの教育問題の克服に貢献するために「教
育部」を設置し，様々な活動やプログラムを実施してき
た。具体的には，ファヒマのメーリングリストへの子
どもの教育に関する記事の送信，ホームスクーリング・
プログラムの実施，遠隔初等教育プログラム（SDJJ：
Sekolah Dasar Jarak Jauh）の運営，子どもの教育に関
するオンラインセミナーの開催，子どもの読み書きの
指導に関するワークショップの開催などがある。

結成当初から2008年にインドネシアへ帰国するまで
ファヒマに関わっていたという女性によると，子ども
の教育に関する活動は，未就学児を持つ母親同士の交
流から始まったという。当時，日本語能力の問題で子
どもを保育園や幼稚園に通わせなかった保護者が多く
おり，この女性はそうした母親向けに 0 歳～ 6 歳のた
めのホームスクーリングのカリキュラムを作成し配布
した。内容は，母乳をあげる前に乳児の口を手で触り
ながらバスマラ「慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御
名において」を 3 回唱える，母乳を与え終わるとハム
ダラ「アッラーに感謝を」を唱えるといった乳児期の
教育をはじめ，色や文字の学習，遊びをとおして信条

（アキーダ）について学ぶといった幼児教育の内容を提
供していた。

乳幼児を対象に始められたホームスクーリングは，
その後，初等教育段階の子どものためのプログラムへ
と発展した。目玉となるプログラムは，「遠隔初等教

育プログラム」であった。このプログラムに参加した
子どもの多くは，数年後にインドネシアに帰国するこ
とが決まっている，あるいはその可能性がある家庭の
子どもである。というのも，このプログラムが開始さ
れた背景には，当時，インドネシアの学校は，海外か
らインドネシアの学校へ転校する子どもに対し，児童
の実際の学年ではなく学年を一つ落としたクラスに児
童を編入させるケースが多々見られたためである。こ
れには，海外とインドネシアのカリキュラムの違いや
教授言語（インドネシア語）の違いなどにより遅れを
とっている児童が，遅れた分を取り戻せるようにとい
うねらいがあると考えられる。しかし，何よりも保護
者の懸念となったのは，国家試験（Ujian Nasional）の
存在である。

国家試験は，小学校・中学校・高等学校の最終学年
の児童生徒を対象にした試験であり，卒業要件となる
他，試験結果は次の教育段階への入学試験に用いられ
るなど，児童生徒だけでなく学校にとっても重要な位
置づけを持つ。国家試験の名称と位置づけは，改正に
より複数回変更されたが，1965年～1971年そして2003
年～2014年まで国家試験に合格することが卒業の必須
要件となっていた65。そのため，低学年よりも高学年

65 ファヒマが遠隔教育を実施した2000年代における
国家試験の概要は次のとおりである。まず，小学校
段階の対象教科は算数，インドネシア語，英語であっ
た。2003年～2004年は，「国家最終試験」（UAN: Ujian 
Akhir Nasional）と呼ばれた。試験は，全国同じ日に実
施された。試験の主催者は，教育省と学校であったが，
試験問題は教育省が作成していた。卒業基準の要件も
国が定め，学校には，試験結果の点数を調整する権限
はなかった。合格点に達していない児童生徒には，国
家最終試験の 1 週間後に実施される再試験を受ける機
会が与えられた。なお，卒業に必要な最低点数や最低
平均点に関しては，2003年では，卒業の基準としての
各教科の点数は 3 点であり，最低平均点は 6 点であっ
た。翌年の2004年には，各教科の最小点数が 4 点に変
更され，最低平均点の要件は削除された。2005年にな
ると，名称は国家試験（UN: Ujian Nasional）に変更さ
れ，また主催者も政府から国家教育基準機構（BSNP: 
Badan Standar Nasional Pendidikan）に移管された。
その年の各教科の最低点数は，4.25であった。2007年に
は，再試験の実施が廃止され，合格できなかった場合
は変わりの試験（パケットとよばれる同等教育）を受
験するもしくは次年度の国家試験に再挑戦する必要が
あった。2000年代には国家試験が卒業を決定する唯一
の条件であったが，2011年になると，国家試験の結果
は卒業要件の 5 割となり，残りの 5 割として学校最終
試験（UAS: Ujian Akhir Sekolah）と通知表が加えられ
た。その10年後の2021年には，国家試験が廃止された。
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で帰国しインドネシアの学校へ転校した児童生徒の方
が，一つ下の学年のクラスに入ることを勧められる傾
向にあった。

ファヒマは，帰国後に児童が置かれる状況を踏ま
え，遠隔教育の内容を決めたり帰国後の支援を行った
りしたという。具体的には，授業時間の 6 割は国家試
験の対象教科である算数，インドネシア語，英語，そ
して残り 4 割は宗教教育に充てた。授業内容も全ての
内容ではなく，国家試験に出題される範囲を選択して
教えていたという。このように教科や内容を限定した
のは，プログラムに参加する子どもたちが日本の公立
学校にも通っているためである。ファヒマは，遠隔教
育が子どもたちの負担にならないよう，教える内容を
限定し，また授業日も毎日ではなく主に週末に実施し
たという。

授業の運営は，在日インドネシア人ムスリム女性が
ボランティアで担った。教師の多くは，インドネシア
の有力大学を卒業しており，結婚後は専業主婦となっ
たムスリム女性である。教授言語として，可能な限り
インドネシア語を用いるようにしたというが，子ども
たちの中には，母語のインドネシア語よりも日本語の
方が理解できる子どももいるため，実際は日本語とイ
ンドネシア語の半々が使われていたという。クラス
は，基本的に同学年の子どもたちが同じクラスで学ぶ
ように構成された。

上述したように，ファヒマによる遠隔初等教育プ
ログラムは，在日インドネシア人ムスリムの子ども
たちに「教育」を提供することに留まらず，帰国後
の現地の学校への転入や進学を見据えた支援を行っ
ている。ファヒマは，遠隔初等教育プログラムをノ
ンフォーマル教育施設「コミュニティ学習活動セン
ター」（PKBM：Pusat Kegiatan Belajar Masyarakat）
として登録66することで，同プログラムに参加した子
どもたちには，インドネシアの学校への入学や転入手
続き及び国家試験受験に必要な全国児童生徒識別番号

（NISN: Nomor Induk Siswa Nasional）が割り振られ，
またファヒマが発行する成績表は進学の際の内申書と
して認められる。

コミュニティ学習活動センターの登録は，先に現地
に帰国したファヒマに関わってきたムスリム女性が

南タングラン市のセルポン郡67の郡教育技術管理部門
（Unit Pelaksana Teknis Pendidikan）へ足を運び手続
きを行った。このように，現地で必要な手続きは，ファ
ヒマのネットワークを使ったという。コミュニティ学
習活動センターの登録の他に，例えば，2008年には，
小学校段階の国家試験の代わりとなる学習グループ・
パケット A（Kelompok Belajar Paket A/Kejar paket 
A，以下パケット A）の試験を受ける必要がある子ども
の付き添いと試験問題の通訳をお願いしたこともあっ
たという。

パケット A は，経済的制約や地理的制約など，様々
な制約のために学校を中退した児童，または正式な教
育を受ける機会がない児童のための代替的な進路であ
り，上述したケースの子どもは，小学校 6 年生まで日
本の公立小学校とファヒマの遠隔教育を受け，中学校
に進学する段階でインドネシアに帰国した子どもで
あった。

パケット A は，小学校相当のプログラムであり，中
学校相当はパケット B，そして高等学校はパケット C
と呼ばれる。同プログラムの卒業証書は，一般学校

（フォーマル教育）の卒業証明書と同等な位置づけを
持ち，進学や就職活動に利用することができるが，パ
ケットに参加するには，インドネシアの教育文化省に
登録されているノンフォーマル教育施設「コミュニ
ティ学習活動センター」に籍を置く必要がある。

こうしたファヒマによる遠隔初等教育プログラム
は，ニーズがあるものの，当時珍しいプログラムで
あった。そのため，ファヒマは日本国内に留まらず，
カタールやオーストラリア等，海外に住むインドネシ
ア人ムスリムからの参加要望を受け，彼らの子どもを
受け入れたこともあった68。また，ファヒマが作成した
乳幼児期を対象としたホームスクーリングのカリキュ
ラムは，アメリカ在住のムスリムに借用されたことも

66 PKBM として登録した場合，本来であれば授業を対
面で実施しなければならない。しかし，対面での教育
の実施が難しかったため，ファヒマは最初と最後の授
業のみ対面で実施したという。

67 2008年10月に南タングランがタングラン市から独
立する前まではタングラン市の地区の一つだった。
68 当時，ファヒマは子どもの教育に関するセミナー
を頻繁に開催し，なかには国の枠を超えて開催するも
のもあった。セミナーでは，子育て中のインドネシア
の芸能人を登壇者として呼ぶなど，多くの人が興味を
持つように工夫されていた。ファヒマはこうしたセミ
ナーを含む様々なイベントをとおして，遠隔初等教育
プログラムの紹介を行ったという。海外からの遠隔初
等教育プログラムの参加者は少なかったが，ファヒマ
は少人数でも要望があればそれに応えたという。多く
の参加者は，日本の参加者と同じように，近いうちに
インドネシアへ帰国する予定がある家庭であった。
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あったという。
一方で，運営上の課題もみられた。ファヒマは，ボ

ランティアによって運営されていたため，プログラム
の存続は人材の有無に左右されやすかった。ファヒマ
は，そうした問題を解決するために，後述するインド
ネシアのイスラーム系私立学校と協力して実施するこ
ともあった。

3．2．2．�インドネシアのイスラーム系の私立学校
による遠隔教育

本項では，インドネシアのイスラーム系の私立学校
による遠隔教育の事例として，（ 1 ）ファジャル・ヒダ
ヤ・イスラーム一般小学校，（ 2 ）シナル・チュンディ
キア・イスラーム一般小学校及び中学校，（ 3 ）ムハン
マディヤ・プルヲディニンラタン小学校の 3 つを取り
上げる69。 3 つの事例のうち，（ 1 ）と（ 2 ）の事例は，
ファヒマと連携する形で実施された。一方，（ 3 ）の事
例は，在日インドネシア人ムスリム・コミュニティ組
織と提携を結んでおらず，応募等は組織を介さず実施
されている。

①　ファヒマと連携する形で実施した遠隔教育
ファヒマの遠隔初等教育プログラムは，2000年代初

頭には，西ジャワ州・チブブール市にあるファジャル・
ヒダヤ・イスラーム一般小学校（Sekolah Dasar Islam 
Terpadu Fajar Hidayah，以下ファジャル・ヒダヤ小学
校），そして2010年代初頭にはバンテン州・南タンゲラ
ン市にあるシナル・チュンディキア・イスラーム一般
小学校及び中学校（Sekolah Dasar/Sekolah Menengah 
Pertama Islam Sinar Cendekia，以下シナル・チュン
ディキア小学校・中学校）と提携をとった。

ファジャル・ヒダヤ小学校は，ファジャル・ヒダヤ
財団によって1999年に設立された学校である。服部

（2007）によると，ファヒマがファジャル・ヒダヤ小
学校との連携を開始したのは2003年である。参加条件

は，①インドネシア国籍を有し，日本に居住する小学
校 1 年生から 4 年生に該当する年齢の子どもであるこ
と，②登録時に最低 6 歳に達していること，であった

（服部2007：20）。提供される教科は，算数，インドネ
シア語，イスラーム教育，パンチャシラと公民教育，
の 4 つであり，教科書は郵便，そしてカリキュラムは
電子メールをとおして送付されていた。試験は，現地
の学校と同様に，学期の中間テストや期末テストが実
施された（服部2007：21）。

ファヒマの教育部門のブログによると，2003年度は
日本各地から 7 名の子どもが同プログラムに参加し
た。翌年になると参加者は15名に増え，そのうち 2 名
はセルビアからの参加者であった。2005年度は25名の
子どもが参加し，2006年度はイランから 1 名そしてド
バイから 1 名の子どもが加わった。2007年度になる
と，様々な理由により，ファヒマはファジャル・ヒダ
ヤ小学校との提携を終了させ，単独の運営に戻った。
2017年度の時点で参加者は16名であり，うち 1 名はド
バイ，そして 1 名はスウェーデンから参加していた。

調査協力者の話によれば，2009年頃には初期の頃か
ら遠隔初等教育プログラムに関わってきたファヒマの
メンバーが次々と帰国したことにより，ファヒマによ
る同プログラムは終わりを迎えたという。しかし，帰
国したメンバー数名が2011年にシナル・チュンディキ
ア小学校（後に幼稚園，中学校，高等学校，教育単科
大学も開校）を設立したことにより，同学校と提携す
る形で遠隔初等教育プログラムが再開された。

シナル・チュンディキア小学校・中学校は，バンテ
ン州南タンゲラン市に位置するイスラーム系の私立学
校である。 5 人のムスリム女性によって設立され，設
立者のうち 4 名は2000年代に日本に在住していた。来
日の目的は， 1 名は留学，残りの 3 名は留学で来日し
た夫に付き添うためであった。その間，日本での子育
ても経験した。

4 名とも，日本に在住している間は，ファヒマを含
むインドネシア人のムスリム・コミュニティが開催す
るイスラーム勉強会や関連するイベントに積極的に参
加し，帰国した後も，日本在住のインドネシア人ムス
リムとの関係を続けていた。そのため，学校設立後
に，ファヒマと連携し，日本在住のインドネシア人ム
スリム家庭の子どもを対象とした遠隔教育を実施した
のは，自然な流れであった。

シナル・チュンディキア小学校・中学校が，遠隔教育
プログラムを実施したのは，2013年から 4 年間程だっ
たという。当初，日本在住のインドネシア人ムスリム
家庭の子ども，特に初等教育段階の子どもを対象とし

69 調査方法は，次のとおりである。（1）の事例につ
いては文献調査による。（2）の事例に関しては，シナ
ル・チュンディキア小学校・中学校の 5 名の設立者の
うち 2 名に対しインタビュー調査を実施した。実施期
間は，2023年 6 月27日と2023年 7 月 3 日であり，それ
ぞれ40分と 1 時間の聞き取り調査を行った。（ 3 ）の事
例に関しては，ムハンマディヤ・プルヲディニンラタ
ン小学校の遠隔教育に参加している保護者 1 名へのイ
ンタビュー調査を行った。実施日は，2023年 7 月20日
であり，調査時間は30分であった。
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た遠隔教育70は，その後の要望により韓国やアメリカ，
トルコからの参加者を受け入れ，教育段階も中学校ま
で広げた。授業方法としては，主にビデオ・ミーティン
グ・ツールの一つであるスカイプを用いたが，参加者
の状況によってはこれに限らなかった。例えば，アメ
リカのアラスカ州から参加していた家庭は，時差によ
りリアルタイムでビデオ・ミーティングを用いた授業
に参加することは難しかったが，学校は教材や課題，
教師の説明を録画したビデオをメールで送って対応し
た。また，ある時は，対面で国家試験を受けるために
一時帰国した中学校 3 年生の子どもに対し，学校が宿
泊先を手配し，同試験を学校で受けられるように環境
を整えたこともあった。

シナル・チュンディキア小学校・中学校による遠隔
教育の内容は，主要教科を対象としていたが，特に国
家試験対象教科に比重が置かれたという。それ以外の
教科は，成績をつけるために課題を与えた。教科書は，
シナル・チュンディキア小学校・中学校で用いられて
いる教科書を使用し，学校は，郵送もしくは参加者が
インドネシアへ一時帰国した際に教科書を渡した。中
間テストや学期末テストは，学校のアカデミック・カ
レンダーに合わせて実施し，試験監督は保護者が担っ
た。授業担当者は，当初は外部から遠隔教育プログラ
ムの専任教師を雇ったが，その後，シナル・チュンディ
キア小学校・中学校の教師が授業を担うことになった。
遠隔授業に参加した子どもたちは，帰国後同学校へ転
校あるいは進学する子どももいたが，他の学校を選択
する家庭もあった。

前述したように，シナル・チュンディキア小学校・中
学校による遠隔教育は 4 年間で終了した。同プログラ
ムが終了した理由として，学校関係者は，参加した子
どもたちが卒業したことが一番の理由であったと語っ
た。

② ムハンマディヤ・プルヲディニンラタン小学校によ
る遠隔教育
ムハンマディヤ・プロヲディニンラタン小学校

（Sekolah Dasar Muhammadiyah Purwodiningratan）
は，ジョグジャカルタ特別州ジョグジャカルタ市に位
置するイスラーム系の私立学校である。1968年に設立
され，翌年には 3 つ（後に 5 つ）の小学校に分かれて
拡大した。

ムハンマディヤ・プロヲディニンラタン小学校の遠

隔教育に参加している保護者によると，日本在住のイ
ンドネシア人ムスリム家庭を対象とした遠隔教育は，
ジョグジャカルタ市出身の一人の保護者が同小学校に
相談したことから始まり，間もなく実現された。遠隔
教育は，2022年度に開始され，開始当時の参加者は小
学校 1 年生児童 3 名であった。同年12月に同学年の児
童 1 名，そして翌年の2023年 7 月までに新たに 1 名が
加わり，2023年度には合計 5 名の小学校 2 年生児童が
同プログラムに参加することとなった。2023年 7 月の
時点で，提供されているクラスは小学校 2 年生のみで
あるが，今後要望があれば他学年のクラスも開くとい
う。

ムハンマディヤ・プロヲディニンラタン小学校は，
ファジャル・ヒダヤ小学校やシナル・チュンディキア小
学校と異なり，在日インドネシア人ムスリム・コミュ
ニティ組織と提携を結んでいない。遠隔教育に関する
情報は，同年齢の子どもを持つ保護者の間で広がり，
応募方法も授業担当者を通して手続きを行う。他の遠
隔教育プログラムと同様，参加者は数年後にインドネ
シアへ帰国する予定がある家庭の子どもである。

提供される教科は，ムハンマディヤ・プロヲディニ
ンラタン小学校の通常の授業で教えられる全教科であ
る。具体的には，算数，インドネシア語，英語，パン
チャシラと公民教育，芸術文化と手工芸，保健体育と
いった一般教科の他に，地域に関連する教科として
ジャワ語，そして宗教に関連する教科として，クル
アーン，信条（アキーダ），道徳（アフラック），イス
ラーム史（タリーフ），イスラーム法学（フィクフ），
崇拝行為（イバーダート）が教えられ，これら全てが
中間テストや期末テストの対象となる。教科書は，同
学校の教科書を使用し，参加者は一時帰国した際に学
校から受け取る。学期の始めまでに，保護者が教科書
を取りに行くことが難しい場合は，教師がスキャンし
た教科書を使用するなど家庭の状況に合わせて臨機応
変に対応している。

授業は週に 2 ～ 3 回行われるが，試験期間や試験の
準備期間中は週 5 回実施される。授業は，子どもたち
が日本の公立学校から帰宅する時間帯である16時また
は16時半に始まる。授業ツールとして，ビデオ・ミー
ティング・アプリケーション Zoom が用いられ，子ど
もの成績の確認等は別の専用アプリケーションが使用
されている。中間テストや期末テストの期間中は，一
日 2 教科の試験が行われる。試験方法は，教師がZoom
で問題を提示し，子どもたちが問題の解答を教師宛て
に送るという方法が用いられている。70 日本からの参加者は初等教育段階の子どものみで

あった。
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3．2．3．留学
上述したイスラーム学校，東京インドネシア共和国

学校，ムスリム・コミュニティ，インドネシアのイス
ラーム系の私立学校によるイスラーム教育は，日本で
/ から受けられる教育である。この他に，少数である
が海外留学を選択する家庭もある。本項では，留学を
選択する家庭に着目し，留学時期（教育段階）や留学
先の選定，留学目的の多様性と傾向性をみていく。事
例として取り上げるのは，日本を生活の拠点とするム
スリム家庭 6 家族で，出身国は東南アジア 1 か国，中
東 1 か国，南アジア 2 か国である71。表 4 は，子どもの
留学時期と留学先を示したものである。以下では，留
学時期（学校段階）に沿って記述する。

（ 1）高等学校卒業後の留学
中東と南アジア出身の子どもたち（家庭④，⑤，⑥）

は，高等学校卒業後に留学している。留学先としては，
母国ではなくインドネシアとマレーシアが選ばれてい
る。前者のインドネシアへ留学した子どもたちは，ク
ルアーン，アラビア語，預言者ムハンマドの言行録

（ハディース）を集中的に学べる 1 年コースの全寮制の
学校に通っていた。この学校は，サウジアラビアの教
育機関であり，講師はサウジアラビアのマディーナ・
イスラーム大学やエジプトのアル＝アズハル大学の卒
業生である。教授言語は英語とアラビア語であり，最
初はアラビア語を集中的に学び，徐々に教授言語を英
語からアラビア語へシフトさせていくという。ある程
度アラビア語が上達してから，預言者ムハンマドの言
行録（ハディース）を学ぶ。同学校の敷地内には，大
学も設置されており，様々な国からの留学生が通って

いる。大学生の出身国は，アラビア語を母語とする北
アフリカの国が多く，奨学金を受給して学んでいるた
め，優秀な学生が集まっている。同コースに子どもを
通わせている保護者によると，学部生にはクルアーン
全章を暗記している学生が多く， 1 年の集中コースに
参加した子どもたちは，先輩である学部生から大きな
刺激を受けるという。また，アラビア語圏出身の講師
や学部生との交流をとおして，日常的に自然なアラビ
ア語を聞いたり直接使ったりすることができるため，
子どもたちのアラビア語の上達が速い。

留学先としてマレーシアを選んだ子どもたちは， 4
年制の大学に通い，学科はそれぞれ工学と国際関係を
選択していた。教授言語はどちらも英語である。工学
部に通っている学生は，最初はイスラーム関連の学科
で学んでいたが，途中から専攻を変えたという。

留学の時期として，高校卒業後を選んだ子どもたち
の親は，片親が日本人であった。うち，南アジア出身の
家庭⑤は，留学後，子どもたちが日本に戻りイスラー
ムを教えることを期待していた。そのため，子どもた
ちにはイスラーム諸国で，イスラーム関連の学科に入
学することを勧めたという。子どもを 1 年のアラビア
語とクルアーン学習の集中コースに参加させたのも，
イスラームに関連する学科に入学するための準備とし
て必要だったためである。イスラームでは，クルアー
ンは神の言葉であり，また最も重要な法源である。預
言者ムハンマドの言行録（ハディース）はクルアーン
の次に重要な法源である。クルアーンも，預言者ムハ
ンマドの言行録も，もとの言語はアラビア語であるた
め，アラビア語の習得はイスラームを学び，また深く
理解するために必要である。

表 4　子どもの留学時期と留学先

出身国 研究対象と留学時期 留学先

東南アジア
家庭①：小学校
家庭②：中学校
家庭③：高等学校

出身国

中東 家庭④：大学 出身国以外：マレーシア

南アジア
家庭⑤： 1 年の集中コース
　　　　 4 年制の大学
家庭⑥： 1 年の集中コース

出身国以外：インドネシア
出身国以外：マレーシア
出身国以外：インドネシア

71 うち 4 つの家庭には，2022年 2 月にインタビューを
実施した。残りの 2 つの家庭は，2021年 3 月～ 7 月に
愛知県内の子ども向けクラスで保護者や子どもから聞
いた話を用いる。
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留学先として，いずれの家庭もムスリムが多数を占
める国を選択しているが，両者とも母国ではないイン
ドネシアやマレーシアを選択している点は興味深い。
特に，近年マレーシアは，イスラームに関連する学問
を学べる留学先として，インドネシアやムスリムが多
くを占めるアジア諸国から人気を得ている。代表的な
大学としては，「マレーシア国際イスラーム大学」があ
る。事例が少ないために一般化はできないが，在日ム
スリム家庭が子どもの留学先としてマレーシアを選ぶ
理由には，留学生の受け入れ制度が整っていることや
教授言語が英語であるという理由が大きいだろう。そ
の他に，南アジアや中東，北アフリカに位置するイス
ラーム諸国に比べ，日本との距離が近いという地理的
な背景も考慮されていると推測できる。

（ 2）高等学校段階と中学校段階での留学
家庭②と家庭③は，それぞれ中学校と高等学校段階

の子どもを母国の学校へ通わせている。具体的な学校
としては，両者ともイスラーム系の全寮制の学校を選
択しており，子どもをイスラーム環境の中に置くこと
が目的の一つとなっていた。家庭②の保護者が子ども
を留学させた時期は，日本に中学校段階のイスラーム
学校が存在していない時期であった。一方，家庭③が
子どもを母国の高等学校に通わせた時期は，すでに日
本に高等学校段階のイスラーム学校が設立された時期
であり，家庭③の子どもも小学校高学年と中学校を日
本のイスラーム学校で過ごした。母国の全寮制のイス
ラーム系の高等学校に通わせたのは，大学へ進学する
際にできるだけ多くの選択肢を与えるためであったと
いう。選択した学校では，一部の授業は英語で教えら
れており，調査に協力した保護者は，子どもが日本語
の他に，英語と母国語ができるようになることを期待
していた。関連して保護者は，複数の言語ができれば，
大学の選択も増えると語った。家庭②と家庭③は，子
ども一人が留学のために海外（母国）に渡り，その間
親は日本に滞在していたが，父親もしくは母親が子ど
もに同行するケースもある。

（ 3）小学校段階に保護者が同行する形での留学
初等教育段階で海外へ渡り，現地の学校で学ぶ子ど

もの多くは，一人ではなく，母親もしくは父親が一緒
に滞在するケースが多い。中等教育段階以上の留学と
は異なり，留学先には，数か月の短期間のみ滞在する
家庭もある。また，高学年よりも低学年や中学年の段
階の子どもを通わせる傾向にある。

上述した傾向は，家庭①にもみられた。家庭①が留

学先として選んだのは，教授言語が母国語のイスラー
ム系の小学校である。家庭①が子どもを母国の学校に
通わせた時期は，日本でイスラーム学校が設立され始
めた時期であったが，自宅から通える距離ではなかっ
た。母国のイスラーム系の小学校を選んだ背景には，
イスラーム教育を受けるという目的の他に，母国での
生活経験や母国語の習得という意図がある。家庭①の
事例の他に，夏休みや春休みに母国に一時帰国し，現
地の学校が実施するサマースクールやクルアーン・
キャンプ72に参加させる保護者もいる。期間は，留学
と比べ短い期間であるが，母国でのイスラーム教育を
受けさせたいという目的は共通している。

おわりに

以上，本稿では在日ムスリム教育研究の基礎作業と
して，当該分野の先行研究の動向，および日本におけ
るムスリム教育の現状を考察した。冒頭でも述べたよ
うに，本稿はあくまでも予備的考察にとどまるもので
はあるが，以下，明らかになったことをまとめておき
たい。

第一に，日本における外国人受け入れ政策の変遷と
日本に滞在する外国人の在留資格の傾向を考察した。
統計をもとに在留外国人人口が増加し続けているこ
と，永住者や家族の帯同が認められる留学生，外国籍
の子どもが含まれる家族滞在の在留資格を持つ外国人
人口が増加していること，さらに在留資格についても
長期滞在を可能にする制度の改革が徐々に行われてい
ることを確認した。次に，対象をムスリムに絞り，推定
される在日ムスリム人口と在留資格の推移を考察し，
在日ムスリムの主要な出身国別人口の推移から日本の
ムスリム人口が増加していることを確認した。具体的
には，在日ムスリムの在留資格では，「永住者」「留学」

「技術・人文知識・国際業務」の順に多く，在日ムスリ
ムの約 6 割が「永住者」の在留資格を有していること
が明らかになった。また，国内のモスクの増加からも
定住化の傾向がみられた。

第二に，日本で行われてきたオールドカマー教育研
究およびニューカマー教育研究の動向と研究の特徴を
概観し，そのうえで日本におけるムスリム教育研究の
動向を考察した。オールドカマー教育研究はその多く
が在日コリアンに関するものによって占められる。民
族のアイデンティティの保持の見地から教育の権利に
ついて論じる研究が最も多いが，2000年代以降のオー

72 クルアーンを暗記したり，クルアーンやイスラーム
について学んだりするイベントのこと。
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ルドカマー教育研究の趨勢の 1 つとして，日本の多文
化教育や多文化共生の取り組みをオールドカマーの視
点から捉え直す試みがみられることが明らかになっ
た。日本のニューカマー教育研究については1990年代
半ば以降，研究の蓄積がみられる。2010年代後半以降
のニューカマー教育研究の新たな傾向として，（ 1 ）
学校外に広がる子どもたちの生活世界への視点，（ 2 ）
ニューカマーの多様性への視点，（ 3 ）対象地域の多
様性，（ 4 ）不就学や「みえない子ども」に対する視
点，（ 5 ）外国につながる子どもたちが通う外国人学校
への視点，（ 6 ）外国につながる子どもたちの進路選
択，特に義務教育段階を修了した後の高校・高等教育
への進学および，定住化にともなう就業・キャリア形
成への視点が挙げられる。さらに，一層顕在化してき
たニューカマーの人々の定住化の傾向や政府の外国人
政策の変化により，改めて「ニューカマー」という表
現や，「多文化共生」の捉え直し，さらには研究の分析
枠組みに関する議論が行われるようになっていること
を確認した。最後に，日本におけるムスリム教育研究
は，近年増加しているものの，現状を分析や把握した
研究は必ずしも多くないことが明らかになった。

第三に，日本におけるムスリム教育の現状につい
て，日本国内のイスラーム学校とその他に分けて考察
した。前者に関しては 9 つのイスラーム教育機関およ
び，イスラーム学校以外の例として東京インドネシア
共和国学校を考察した。ここから，特に2010年代後半
以降，日本国内にイスラーム学校が設立される傾向に
あること，これらの学校の多くは教授言語として英語
を用い，イスラーム学習とともに修了資格として国際
ケンブリッチプログラムを用いていることなどが明ら
かになった。しかし，YUAI の場合は国際ケンブリッ
チプログラムと並行して，日本の通信制・単位制高校
との連携により，日本の高等学校卒業資格を取得でき
るように工夫されていた。この背景には，日本生まれ

のムスリムや，片親が日本人のムスリムの子どもたち
の存在がある。また東京インドネシア共和国学校はイ
スラーム学校ではないが，同学校ではインドネシアの
カリキュラムに準拠したイスラーム教育の他，近年
では「遠隔教育プログラム」や「遠隔講座」（Kursus 
Jarak Jauh）が提供されていることが明らかになった。
後者のその他に関しては，国内のムスリム・コミュニ
ティによる教育，インドネシアのイスラーム系の私立
学校による遠隔教育，さらに日本から出身国あるいは
イスラーム諸国への留学に分けて考察した。ここから
は，在日ムスリムの人々が，学校以外の様々な場所，
そして様々な方法により，子どもたちにイスラーム教
育を提供する姿が浮かび上がった。

なお，冒頭でも述べたように本稿は先行研究の整理
とムスリム教育の現状把握に留まっており，在日ムス
リムの教育をより深く考察するためには，日本の学校
におけるムスリムの子どもたちが抱える困難や学校で
の取り組み，さらにイスラーム学校やその他，ムスリ
ムの人々によって展開されている教育活動に関する現
地調査を行う必要がある。これらについては今後の課
題とし，稿を改めて論ずることとしたい。

注記 1 ）本稿は，笹川平和財団「日本社会におけるイ
スラムの実像」事業（2022年度～2024年度）の研究成
果の一部である。

注記 2 ）本稿の執筆にあたっては主に，「はじめに」を
服部と松本，1.1を瀧口，1.2をエル・アマンダ，2.1.1
を松本，2.1.2を服部，2.2をエル・アマンダ，3.1.1を
姜と升谷，3.1.2をアズミ，3.2.1を瀧口とエル・アマ
ンダとアズミ，3.2.2および3.2.3をアズミ，「おわり
に」を服部と松本，巻末資料を瀧口，全体の編集を服
部と松本が担当した。
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巻末資料
表 5　図 2に示された在留資格一覧

在留資格（該当例） 在留期間

活動に基づく在
留資格

各在留資格に定
められた範囲で
就労可能

技術・人文知識・国際業務（機械工
学等の技術者，通訳，デザイナー，
私企業の語学教師，マーケティン
グ業務従事者等）

5 年， 3 年， 1 年又は 3 月

特定技能 1 号（特定産業分野に属す
る相当程度の知識又は経験を要す
る技能を要する業務に従事する外
国人）

法務大臣が個々に指定する期間（ 1
年を超えない範囲）

特定技能 2 号（特定産業分野に属す
る熟練した技能を要する業務に従
事する外国人）

3 年， 1 年又は 6 月

技能実習 1 号・2 号・3 号（技能実
習生）

1 号：法務大臣が個々に指定する期
間（ 1 年を超えない範囲）

2 号・3 号：法務大臣が個々に指定
する期間（ 2 年を超えない範囲）

原則就労不可73 留学（大学，短期大学，高等専門学
校，高等学校，中学校及び小学校等
の学生・生徒）

法務大臣が個々に指定する期間（ 4
年 3 月を超えない範囲）

家族滞在（在日外国人が扶養する配
偶者・子）

法務大臣が個々に指定する期間（ 5
年を超えない範囲）

法務大臣が個々
の外国人に与え
る許可により就
労可能

特定活動（外交官等の家事使用人，
ワーキング・ホリデー，経済連携協
定に基づく外国人看護師・介護福祉
士候補者等）

5 年，3 年，1 年，6 月，3 月又は
法務大臣が個々に指定する期間（ 5
年を超えない範囲）

身分または地位
に基づく在留資
格

活動制限なし 永住者（法務大臣から永住の許可を
受けた者）

無期限

日本人の配偶者等（日本人の配偶
者・子・特別養子）

5 年， 3 年， 1 年又は 6 月

定住者（第三国定住難民，日系 3
世，中国残留邦人）

5 年，3 年，1 年，6 月，3 月又は
法務大臣が個々に指定する期間（ 5
年を超えない範囲）

入管特例法に規
定される在留資
格

活動制限なし 特別永住者（旧植民地出身者とその
子孫）

無期限

（出入国在留管理庁 HP，宮島・鈴木（2017）を参考に筆者作成）

73 「資格外活動許可」を申請することで、アルバイトな
どの活動が 1 週間に28時間以内の活動が許可される。

（出入国在留管理庁 HP より）
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ウェブページ（最終閲覧日はすべて2023年
8 月 1 日）：

Adni Islamic School（https://adni.edu.my/）
California Department of Education（https://www.cde.

ca.gov/re/cc/）
Darul Iman Kasugai Islamic Preschool（ダールル・

イーマーン春日井保育園）公式 Facebook（https://
www.facebook.com/islamicpreschool/）

Darul Iman Kasugai Islamic Preschool（ダールル・
イーマーン春日井保育園）公式ブログ（http://
daraliman.blog.fc2.com/）

Fahima（ファヒマ）公式 Facebook（https://www.
facebook.com/photo/?fbid=2077483552294101&se
t=a.171831046192704）

Fahima（ファヒマ）教育部門ブログ（http://sdjjjepang.
blogspot.com/）

Fukuoka International Islamic School（https://fukuo-
ka-schools.com/）

International School of Cordoba （https://www.cordo-
baschools.com/）

International School of Cordoba Japan 公式 Facebook
（https://www.facebook.com/ISCoyamaJapan/
about）

Next Generation Science Standards（https://www.
nextgenscience.org/）

Olive Academy（オリーブ学院）（https://olivegakuin.
jp/）

Sapporo Islamic International School 公 式 Facebook
（https://www.facebook.com/siischool）

Sapporo Islamic International School（http://siischool.
jp）

Understand Qur’an academy （https : //under-
standquran.com/total-physical-interaction/）

Sekolah Republik Indonesia Tokyo （東京インドネシア
共和国学校）の公式ブログ （https://sekolahrito-
kyo.wordpress.com/about/sejarah-berdiri/）
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Trends in Studies and the Current State of Muslim Education in Japan

Mina HATTORI*, Asato MATSUMOTO**, Azmi Mukhlisah***,  
El Amanda de Yurie A.S.***, Keer JIANG***, Sakura TAKIGUCHI***, Kenta MASUTANI***

The purpose of this study is to explore the trends in education for Muslim children residing in 

Japan and the current status of Muslim education, serving as a basis for research on Muslim educa-

tion within the country. As the number of foreign nationals and individuals with foreign backgrounds 

in Japan continues to increase, the number of Muslims is also on the rise, reflecting their growing 

inclination to settle in Japan. In this study, we will categorize schools for Muslim children as “Islamic 

schools” and elucidate one facet of the educational experience of Muslim children in Japan by exam-

ining the evolving trends of these schools.

In Section 1, we examine changes in the policies of accepting foreign residents and residence 

statuses. It is evident that while the foreign resident population has been continuously increasing, 

the population of permanent residents, foreign students, and foreigners with residency status that 

allows them to relocate with their families has been rising as well. Consequently, the residency status 

system has been overhauled, allowing them to stay in Japan for longer periods of time. Based on the 

demographic trends among foreigners by country of origin, it is observed that the Muslim population 

is also increasing, with approximately 60% holding “permanent resident” status.

Section 2 discusses the trends within studies focusing on Muslim education in Japan. First, we 

reviewed the research developments in the domains of “oldcomers” and “newcomers” education, 

and found that research works on oldcomers is mainly concerned with Koreans living in Japan, with 

many studies discussing ethnic identity. Trends since the late 2010s can be noted in the following 

areas: (1) life experiences beyond the school environment, (2) newcomers’ diversity, (3) regional 

diversity, (4) out-of-school children, (5) foreign schools, and (6) career choices, with focus on high 

school and higher education, employment, and career development. Despite an uptick in studies on 

Muslim education in Japan, there has not been much research analyzing the current situation.

Section 3 discusses the contemporary state of Muslim education. Many Islamic schools in Japan 

have been established since the late 2010s, predominantly employing English as the medium of in-

struction. Furthermore, many schools have incorporated the International Cambridge Program as a 

qualification for completion along with Islamic studies. The Tokyo Indonesian School offers Islamic 

education in accordance with the Indonesian curriculum, and has introduced distance education 

programs in recent years. In addition, role of Muslim communities in providing education and the 

phenomenon of pursuing studies in the students’ country of origin or Islamic countries were also 

discussed. These facts indicate that within Japan, Muslims impart Islamic education to children in 

various ways and in various locations beyond conventional schools.
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